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市
で
は
、
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
※

J
―
A
L
E
R
T
）
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
伝
達
手
段
を
用
い

て
確
実
に
み
な
さ
ん
へ
お
伝
え
す
る

た
め
、
市
内
で
緊
急
情
報
伝
達
の
試

験
を
行
い
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
我
・
午
前
　
時
ご

12

10

ろ
 、
午
前
　
時
　
分
ご
ろ
 （
 2

10

30

回
 実
施
）。

情
報
伝
達
手
段
と
内
容

①
防
災
行
政
無
線
の
放
送

　
市
内
に
設
置
し
て
あ
る
防
災
行
政

無
線
か
ら
、
毎
日
実
施
し
て
い
る

チ
ャ
イ
ム
放
送
と
同
じ
音
量
で
次
の

放
送
内
容
が
一
斉
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

胸
放
送
内
容
…
「
こ
れ
は
、
試
験
放

台
風
・
大
雨
に
も
注
意

　
台
風
以
外
に
も
、
近
年
は
都
市
型

水
害
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
り
、
ゲ

リ
ラ
豪
雨
の
よ
う
な
、
河
川
や
下
水

道
施
設
の
処
理
能
力
を
超
え
る
豪
雨

の
発
生
頻
度
が
高
ま
っ
て
お
り
、
特

に
都
市
部
で
は
、
浸
水
な
ど
の
被
害

が
多
発
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

ま
す
。
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
増
水
や

道
路
冠
水
は
、
わ
た
し
た
ち
の
予
想

を
超
え
る
速
さ
で
襲
っ
て
き
ま
す
が
、

事
前
の
予
測
は
可
能
で
す
。
普
段
か

ら
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
流
さ
れ
る
気

象
情
報
を
収
集
し
、
事
前
に
付
近
の

危
険
個
所
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
地
震
と
同
じ
よ
う
に
避
難

場
所
や
連
絡
方
法
、
非
常
持
出
品
な

ど
に
つ
い
て
家
族
全
員
で
話
し
合
い
、

一
人
ひ
と
り
が
十
分
な
対
策
を
考
え

て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

地
震
が
起
き
た
ら

　
突
然
大
き
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
と

き
は
、
ま
ず
は
自
分
の
身
を
安
全
に

守
れ
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

煙
戸
を
開
け
て
、
出
入
り
口
の
確
保

を
し
ま
し
ょ
う
。

煙
棚
や
棚
に
載
せ
て
あ
る
も
の
、
テ

レ
ビ
な
ど
が
落
ち
て
き
た
り
す
る
の

で
、
離
れ
て
揺
れ
が
収
ま
る
の
を
待

ち
ま
し
ょ
う
。

煙
あ
わ
て
て
戸
外
に
飛
び
出
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

煙
寝
室
に
は
、
倒
れ
そ
う
な
も
の
な

ど
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
、
頭
の
上

に
も
の
が
落
ち
て
こ
な
い
所
に
寝
ま

し
ょ
う
。

煙
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
住
ん
で

い
る
場
合
は
、
日
ご
ろ
か
ら
非
常
口

の
確
認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

地
震
が
起
き
る
前
に
で
き
る
こ
と

　
地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
時
間
帯
や
誰
が
在
宅

印西市総合防災訓練を実施します
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主 な 内 容

　
職
場
や
学
校
、
外
出
先
な
ど
、
自

宅
か
ら
離
れ
た
場
所
に
い
る
と
き
に
、

大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
公
共

交
通
機
関
が
運
行
を
停
止
し
、
帰
宅

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
　
災
害
が
発
生
し
た
ら
、
ま
ず
身
の

安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
安
全

な
場
所
に
と
ど
ま
っ
て
、
落
ち
着
い

て
交
通
情
報
や
被
害
情
報
な
ど
を
確

認
し
、
適
切
な
行
動
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

む
や
み
に
移
動
を
開
始
し
な
い

煙
ま
ず
は
自
身
の
身
の
安
全
を
確
保

し
よ
う
。

煙
慌
て
て
移
動
を
開
始
す
る
の
は
や

め
よ
う
。

煙
家
族
の
安
否
や
自
宅
の
無
事
を
確

か
め
よ
う
。

送
で
す
」
3
回
、　「
こ
ち
ら
は
、
ぼ

う
さ
い
い
ん
ざ
い
で
す
」、
防
災
行

政
無
線
チ
ャ
イ
ム
。

②
防
災
メ
ー
ル

　
防
災
メ
ー
ル
で
、
次
の
内
容
が
配

信
さ
れ
ま
す
。

胸
配
信
内
容
…
「
印
西
市
か
ら
の
お

知
ら
せ
で
す
」、　「
こ
れ
は
、
試
験

で
す
」。

解
印
西
市
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国

的
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
伝
達
手
段
で

試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

※
J
―
A
L
E
R
T
（
ジ
ェ
イ
・
ア

ラ
ー
ト
）
と
は
、
地
震
・
津
波
や
武

力
攻
撃
な
ど
の
災
害
時
に
国
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
緊
急
情
報
を
、
人
工
衛

星
な
ど
を
活
用
し
て
瞬
時
に
情
報
伝

達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

■問 
防
災
課
防
災
班
。 
                   

 防
災
は
日
ご
ろ
の
備
え
と
助
け
合
い
か
ら

8
月
　
日
牙
～
9
月
5
日
我
は
「
防
災
週
間
」

30

　
防
災
週
間
は
、
大
正
　
年
（
1
9
2
3
年
）
9
月
1
日
に
発

12

生
し
た
「
関
東
大
震
災
」
に
ち
な
み
、
制
定
さ
れ
た
「
防
災
の

日
」
を
中
心
と
す
る
1
週
間
で
す
。

　
昨
年
3
月
　
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東

11

日
本
大
震
災
）
で
は
、
地
震
と
そ
の
後
に
発
生
し
た
津
波
の
た

め
に
、
死
者
・
行
方
不
明
者
が
2
万
人
を
超
え
る
と
い
う
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
も
う

一
度
身
の
回
り
で
起
こ
る
災
害
に
つ
い
て
考
え
、
平
素
か
ら
災

害
に
対
す
る
備
え
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

し
て
る
か
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス

を
想
定
し
、
話
し
合
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
話
し
合
い
で
は
、
想
定
し

た
ケ
ー
ス
ご
と
に
分
担
を
決
め
る
ほ

か
、
高
齢
者
や
乳
幼
児
な
ど
家
族
構

成
も
考
慮
し
次
の
よ
う
な
こ
と
も
相

談
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
家
の
中
で
ど
こ
が
一
番
安
全
か

②
避
難
場
所
、
避
難
路
は
ど
こ
か

③
非
常
持
出
袋
は
ど
こ
に
置
い
て
あ

る
か

④
非
常
備
蓄
品
を
用
意
し
て
あ
る
か

　
ま
た
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
や

血
液
型
な
ど
の
自
分
の
情
報
を
記
載

し
た
避
難
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
携
帯

す
る
の
も
効
果
的
で
す
。

煙
交
通
機
関
の
情
報
や
道
路
の
被
害

状
況
な
ど
を
入
手
し
よ
う
。

煙
周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
、
安
全
を

最
優
先
に
行
動
し
よ
う
。

安
全
な
徒
歩
帰
宅
の
た
め
に

煙
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を
持
ち
歩
こ

う
。

煙
職
場
な
ど
に
歩
き
や
す
い
ス
ニ
ー

カ
ー
や
懐
中
電
灯
、
手
袋
、
飲
料
水

や
食
糧
な
ど
を
用
意
し
よ
う
。

煙
事
前
に
発
災
時
の
安
否
確
認
の
方

法
や
集
合
場
所
を
家
族
で
話
し
合
っ

て
お
こ
う
。

煙
徒
歩
や
バ
ス
に
よ
る
帰
宅
経
路
の

状
況
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

煙
コ
ン
ビ
ニ
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

な
ど
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

※
千
葉
県
や
九
都
県
市
で
は
、
コ
ン

ビ
ニ
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
と

徒
歩
帰
宅
支
援
協
定
を
締
結
し
て
お

り
、
水
道
水
、
ト
イ
レ
や
交
通
情
報

な
ど
を
可
能
な
範
囲
で
提
供
し
て
い

 災
害
発
生
時
の
心
得

～
む
や
み
に
移
動
を
開
始
せ
ず
、
落
ち
着
い
た
行
動
を
～
 

た
だ
け
ま
す
。

■問 
防
災
課
防
災
班
（
緯
内
線
4
5

4
）。

防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用
い
た

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
の
伝
達
試
験
を
行
い
ま
す

 9月
12日我 

　市では、市民および関係
機関などと合同で、毎年総
合防災訓練を実施していま
す。
　この訓練では、大地震発
生を想定し、「地域住民の
防災意識の高揚と防災行動
力の育成」、「地域住民の自主救護能力の向上」、「住民同士の連帯意
識の醸成」などを目的として、実践的な訓練を行います。
　本年度は、西の原中学校区域を開催地として、次のとおり実施し
ます。
■時 10月14日蚊・午前8時～正午（荒天および災害発生の場合中
止）。
■場 西の原小学校、原小学校、西の原中学校。
※当日、手話通訳者を配置しています。
■問 防災課防災班（緯内線454）。

10月14日蚊に

平成22年の総合防災訓練か平成22年の総合防災訓練からら

▲屋内にいる場合は、出入り口の
確保を

▲非常持出袋や非常備蓄品の置き
場所は、常に確認しておきましょう

▲

家族で、災害時の避難場所や
避難路などを話し合いましょう

▲

大きな揺れを感じたら、安全の
確保を第一に
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　市では災害時などの情報伝達手段として、携帯電話
やパソコンへのメール配信サービス「印西市緊急情報
発信システム」を実施しています。
　このメール配信サービスは、どなたでも利用するこ
とができますが、あらかじめ『利用者登録』が必要に
なります。
　なお、登録は無料ですが、『利用者登録』および『登
録解除』の際の通信料、メールの受信、WEB閲覧に
かかる費用は、利用者の負担になります。
【防災メール『利用者登録』手順】
　利用する通信機器から下のアドレスに「空」メール
を送信してください。

 b@inz.171k.jp

※利用者登録手順および配信する内容の詳細について
は、市ホームページ（http://www.city.inzai.chiba.jp）
に掲載。
■問 防災課防災班（緯内線４５4）。

と
を
問
い
か
け
、
答
え
さ
せ
る
。

▼
疑
問
に
思
っ
た
ら
、
家
族
や
警
察

に
相
談
す
る
。

■問 
市
民
安
全
課
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
班

（
緯
内
線
7
1
3
）。

話
を
か
け
て
く
る
「
振
り
込
め
詐

欺
」
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も
、
そ

の
日
の
う
ち
に
お
金
の
振
り
込
み
を

要
求
す
る
電
話
は
「
詐
欺
」
と
疑
っ

て
か
か
り
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ
た
ら

す
ぐ
に
印
西
警
察
署
・
生
活
安
全
課

（
緯
碓42 
0
1
1
0
）
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

怯
不
審
な
電
話
に
は
、
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う

▼
息
子
の
会
社
や
学
校
に
電
話
を
し

て
、
本
人
に
確
認
す
る
。

▼
「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」
と
言

わ
れ
た
ら
、
今
ま
で
の
電
話
番
号
に

か
け
て
確
認
す
る
。

▼
「
風
邪
を
ひ
い
て
声
が
変
わ
っ

た
」
は
要
注
意
。

▼
相
手
に
、
家
族
し
か
知
ら
な
い
こ

平成２４年（２０１２）９月１日号（２）

定
者
。

鰯
障
害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
）。

※
登
録
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
個
人

情
報
に
つ
い
て
は
、
地
域
支
援
組
織

（
町
内
会
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
）
に

提
供
し
ま
す
の
で
、
そ
の
同
意
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
、
地
域
支
援
組
織
と

一
緒
に
詳
細
な
避
難
支
援
個
別
計
画

を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■申 
所
定
の
登
録
申
請
書
（
左
記
問
い

合
わ
せ
先
、
印
旛
支
所
・
本
埜
支
所

市
民
福
祉
課
の
窓
口
で
配
布
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
介

護
福
祉
課
介
護
保
険
班
に
直
接
、
ま

た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■問 
【
計
画
に
関
す
る
こ
と
】
防
災
課

防
災
班
（
緯
内
線
4
5
2
）。

【
対
象
者
茨
芋
に
関
す
る
こ
と
】
介

護
福
祉
課
介
護
保
険
班
（
緯
内
線
2

7
7
）。

【
対
象
者
鰯
に
関
す
る
こ
と
】
社
会

福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内
線
2
5

8
）。

　
市
で
は
、
災
害
発
生
時
お
よ
び
災

害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
、

要
援
護
者
へ
の
支
援
を
適
切
か
つ
円

滑
に
実
施
す
る
た
め
、
要
援
護
者
の

避
難
支
援
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方

や
進
め
方
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
要
援
護
者
の
安
否
確

認
や
避
難
支
援
体
制
の
整
備
が
重
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、

町
内
会
・
町
会
・
自
治
会
・
区
・
自

主
防
災
組
織
な
ど
地
域
の
組
織
や
住

民
相
互
に
よ
る
共
助
を
基
本
と
し
た
、

地
域
の
支
援
組
織
と
し
て
避
難
支
援

体
制
の
整
備
を
図
る
も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
災
害
発
生
時
に
避
難
情

報
の
入
手
・
避
難
の
判
断
・
避
難
行

動
な
ど
を
自
主
的
に
行
う
こ
と
が
困

難
な
人
を
対
象
に
、「
災
害
時
等
要

援
護
者
避
難
支
援
登
録
」
を
行
い
ま

す
。

■対 
次
の
う
ち
、
避
難
の
判
断
ま
た
は
、

避
難
行
動
を
自
ら
す
る
こ
と
が
困
難

な
人
。

茨
　
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

65
（
日
中
に
高
齢
者
の
み
と
な
る
世
帯

を
含
む
）。

芋
要
介
護
認
定
者
お
よ
び
要
支
援
認

　
最
近
、
社
会
保
険
庁
や
保
健
セ
ン

タ
ー
職
員
を
名
乗
り
「
還
付
金
が
発

生
し
ま
し
た
」
と
い
う
電
話
が
多
数

か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
よ
う
な
電
話
は
、
還
付
に
必

要
な
手
続
き
を
装
っ
て
A
T
M
（
現

金
自
動
預
け
払
い
機
）
を
操
作
さ
せ

て
口
座
間
送
金
に
よ
り
お
金
を
だ
ま

し
と
る
「
還
付
金
詐
欺
」
で
す
。

　
公
共
機
関
（
国
・
県
・
市
な
ど
）

か
ら
の
還
付
に
際
し
て
A
T
M
の
操

作
を
指
示
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

絶
対
に
指
示
に
従
わ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
息
子
や
孫
を
装
っ
て
「
携

帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ
た
」
な
ど

と
、
あ
ら
か
じ
め
嘘
の
電
話
番
号
を

知
ら
せ
て
お
き
、
後
日
「
○
○
で
急

に
お
金
が
必
要
に
な
っ
た
」
旨
の
電

 災
害
時
等
要
援
護
者
避
難
支
援
登
録
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
活
用
く
だ
さ
い

怯生ごみ処理容器、処理機購入補助金制度
　市では、一般家庭から毎日排出される生ごみの
減量化を推進するため処理容器（コンポスト、EM
容器など）や処理機（乾燥型、バイオ型など）を
購入した人に予算の範囲内で補助金を交付して
います。上限はありますが、購入費の3分2を補
助していますのでご利用ください。
　詳しくは、市ホームページまたは下記まで問い
合わせください。

怯生ごみ処理機、剪定枝粉砕機を貸し出し
します
　市では、各家庭から排出される生ごみおよび剪
定枝の減量化、資源化を推進するとともに、生ご
み処理機（乾燥型）、剪定枝粉砕機（電気式、エ
ンジン式）の普及、促進を図るため機器の貸し出
しを行っていますので、ご利用ください。
※事前予約制で、機器の貸し出しについては、ご
みとして出さないなどの貸し出し条件がありま
す。詳しい内容などについては下記までお問い
合わせください。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線383）。

ごみの減量化にご協力を

 振
り
込
む
前
に
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
鎧
」

そ
の
電
話
 大
丈
夫
で
す
か
…
？

 還
付
金
 詐
欺
 ・
振
り
込
め
詐
欺
が
多
発

さ

ぎ

▲複数の人間で演技を行う「劇場
型」詐欺も多発しているので注意！

　高齢者や自転車が絡む事故が増えています。運転する
人は高齢者や子どもに保護意識を持ち、交通ルールとマ
ナーを守りましょう。
　シートベルトは全席着用が義務化されました。どの席
に座っても、シートベルトを締める習慣をつけましょう。
チャイルドシートは正しく装着しましょう。
　また、夕暮れ時や夜間に外出する時は、明るい服装や反
射材を付け、暗がりでも目につくようにしましょう。
【運動の重点目標】
①子どもと高齢者の交通事故防止。
②夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事故防止。
③すべての座席のシートベルトとチャイルドシートの
　正しい装着の徹底。
④飲酒運転の根絶。

9月21日画～30日蚊 秋の全国交通安全運動
9月30日蚊 交通事故死ゼロを目指す日
～広めよう　早めのライトと　反射材～

▲

下図■部分は「重点区域」です

重点区重点区域域

中央北一丁中央北一丁目目

千葉ニュータウ千葉ニュータウンン
中央中央駅駅

中央南一丁中央南一丁目目

 ご
存
じ
で
す
か

　
　「
印
西
市
歩
行
喫
煙
、
ポ
イ
捨
て
等
防
止
条
例
」

　
市
で
は
、
歩
行
喫
煙
や
ポ
イ
捨
て

に
よ
る
ご
み
の
散
乱
な
ど
を
防
止
す

る
た
め
、「
印
西
市
歩
行
喫
煙
、
ポ

イ
捨
て
等
防
止
条
例
」
を
施
行
し
、

印
西
市
内
の
道
路
、
公
園
な
ど
の
公

共
の
場
で
主
に
次
の
事
項
を
禁
止
し

て
い
ま
す
。

①
歩
行
喫
煙
の
禁
止

②
ご
み
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
の
禁
止

③
犬
な
ど
の
フ
ン
の
放
置
禁
止

　
そ
の
中
で
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

中
央
駅
周
辺
を
重
点
区
域
（
左
図
参

照
）
に
定
め
、
違
反
者
に
対
し
て
は

命
令
に
従
わ
な
い
場
合
、
2
街
0
0

0
円
の
過
料
を
徴
収
し
ま
す
。

　
美
し
い
街
を
つ
く
る
た
め
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
モ
ラ
ル
の
向
上
を
は

か
り
、
マ
ナ
ー
と
し
て
定
着
す
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
不
法
投
棄
対
策

班
（
緯
内
線
3
8
5
）。

防災メールに登録を

▲ QR
コードも
利用可
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道
工
事
店
）
で
な
け
れ
ば
施
工
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
工
事
が
不
完
全
だ
と
、
に
お
い
が

家
の
中
に
こ
も
っ
た
り
、
排
水
管
が

詰
ま
っ
た
り
と
い
っ
た
問
題
が
起
こ

り
ま
す
。
排
水
設
備
の
接
続
・
補
修

は
必
ず
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
指
定
工
事
店
の
名
簿
は
下

水
道
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■問 
下
水
道
課
工
務
管
理
班
（
緯
内
線

7
8
6
・
7
8
7
）。

「
下
水
道
排
水
設
備
工
事

　
責
任
技
術
者
」
の
共
通
試
験

■時 
平
成
　
年
1
月
　
日
臥
。

25

19

■場 
千
葉
県
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
千
葉
市
中
央
区
千
葉
港
4
―
4
）。

■対 
平
成
5
年
1
月
　
日
以
前
に
生
ま

20

れ
た
人
で
、
修
学
歴
、
下
水
道
排
水

設
備
工
事
に
関
す
る
職
歴
に
よ
り
一

定
の
経
験
年
数
な
ど
を
有
す
る
人
。

胸
受
験
料
…
1
万
円
。

■申 
9
月
3
日
俄
～
　
月
　
日
牙
（
消

10

25

印
有
効
）
に
所
定
の
書
類
を
左
記
へ

郵
送
。

※
受
験
申
込
書
は
、
9
月
3
日
俄
～

　
月
　
日
俄
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

10

15

を
除
く
）
に
、
千
葉
県
下
水
道
協
会

事
務
局
（
千
葉
市
役
所
7
階
下
水
道

経
営
課
内
）
で
配
布
。
郵
送
希
望
の

人
は
、　
月
　
日
俄
（
消
印
有
効
）

10

15

ま
で
に
封
筒
の
表
に
「
受
験
案
内
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
返
信
先
を
書
い

た
ラ
ベ
ル
（
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
）
と
切
手
1
4
0
円
分
を
同
封
し

て
、
左
記
へ
。

■問 
千
葉
県
下
水
道
協
会
事
務
局
（
〒

2
6
0
―
8
7
2
2
千
葉
市
中
央
区

千
葉
港
1
―
1
千
葉
市
役
所
下
水
道

経
営
課
内
・
緯
0
4
3
―
2
4
5
―

6
1
1
2
）。

（３）平成２４年（２０１２）９月１日号

　
で
安
心
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
　
と
も
に
学
び
、
教
養
を
高
め
、

　
文
化
の
薫
り
高
い
ま
ち
を
つ
く
り

　
ま
す
。

一
　
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健
康
で

　
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
　
働
く
こ
と
を
喜
び
と
し
、
進
ん

　
で
地
域
に
参
加
す
る
、
活
力
の
あ

　
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
　（
平
成
　
年
9
月
　
日
制
定
）

22

11

怯
市
の
シ
ン
ボ
ル

胸
市
の
花
「
コ
ス
モ
ス
」
…
秋
に
色

鮮
や
か
な
花
を
咲
か
せ
る
コ
ス
モ
ス

に
は
「
調
和
」
と
い
う
意
味
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
人
と
人
、
地
域
と
地
域

と
の
調
和
や
新
市
と
し
て
の
一
体
感

を
願
う
印
西
市
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し

い
花
で
す
。

胸
市
の
木
「
サ
ク
ラ
」
…
市
内
に
は
、

「
小
林
牧
場
の
桜
並
木
」
や
「
吉
高

の
大
桜
」
と
い
っ
た
桜
の
名
所
が
あ

り
、
多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い

る
木
で
す
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
名
所

を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

で
市
の
一
層
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
市
で
は
、
市
民
満
足
度
の
向
上
を

図
る
た
め
、
基
本
計
画
の
進
ち
ょ
く

管
理
と
し
て
施
策
の
達
成
度
や
事
業

の
「
有
効
性
」「
効
率
性
」「
妥
当
性
」

な
ど
を
検
証
す
る
行
政
評
価
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
　
年
度
に
実
施
計

23

画
事
業
と
し
て
掲
げ
た
1
9
4
の
事

業
を
対
象
に
評
価
を
実
施
し
ま
し
た

の
で
公
表
し
ま
す
（
下
表
参
照
）。

　
評
価
は
、「
活
動
指
標
」
と
「
成

果
指
標
」
の
2
つ
の
視
点
か
ら
、「
活

動
に
対
す
る
評
価
」「
成
果
に
対
す

る
評
価
」「
総
合
的
な
評
価
」
を
行
い
、

各
事
業
の
今
後
の
方
向
性
や
今
後
の

取
り
組
み
内
容
を
検
討
し
ま
し
た
。

胸
市
の
鳥
「
メ
ジ
ロ
」
…
姿
、
色
、
鳴

き
声
と
も
に
愛
ら
し
く
、
昔
か
ら
市

民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
鳥
で
す
。
ま

た
、
主
に
山
林
に
生
息
す
る
こ
と
か

ら
、
緑
豊
か
な
里
山
を
有
す
る
印
西

市
に
は
数
多
く
生
息
し
て
お
り
、
自

然
環
境
の
保
護
を
市
民
憲
章
に
掲
げ

て
い
る
本
市
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し
い

鳥
で
す
。

胸
市
の
魚「
ナ
マ
ズ
」…
河
川
や
湖

沼
に
生
息
す
る
こ
と
か
ら
、利
根
川
、

印
旛
沼
、手
賀
沼
と
い
っ
た
地
域
を

代
表
す
る
河
川
と
湖
沼
を
有
す
る
印

西
市
で
は
大
変
な
じ
み
深
い
魚
で
す
。

ま
た
、愛
嬌（
あ
い
き
ょ
う
）の
あ
る

容
姿
か
ら
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
　（
平
成
　
年
9
月
　
日
指
定
）

22

11

■問 
総
務
課
総
務
法
規
班
（
緯
内
線
4

3
6
・
4
3
7
）。

　
行
政
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

次
期
実
施
計
画
に
反
映
さ
せ
る
と
同

時
に
来
年
度
の
予
算
編
成
に
お
け
る

判
断
材
料
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま

す
。
　
ま
た
、
評
価
検
証
の
結
果
を
公
表

し
て
い
く
こ
と
で
、
市
政
の
透
明
性

の
向
上
と
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
各
実
施
計
画
事
業
の
評
価

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

線
4
7
2
・
■メール k

ik
ak
u
k
a@
city

.in
zai.lg

.jp

）。

　「
下
水
道
の
日
」
は
、

昭
和
　
年
（
1
9
6
1

36

年
）、
著
し
く
遅
れ
て

い
る
下
水
道
の
全
国
的

な
普
及
（
当
時
の
普
及

率
は
わ
ず
か
約
6
％
）

を
図
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
「
全
国
下
水
道

促
進
デ
ー
」
と
し
て
始

ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
9
月
　
日
は
、

10

下
水
道
の
大
き
な
役
割

の
一
つ
で
あ
る
「
雨
水

の
排
除
」
を
念
頭
に
、

台
風
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る

二
百
十
日
を
過
ぎ
た
二

百
二
十
日
が
適
当
で
あ
る
と
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
こ
の
日
を
定
め
ま
し
た
。

怯
下
水
道
へ
の
早
期
接
続
に
ご

協
力
を

　
下
水
道
は
、
市
が
工
事
を
行
っ
た

だ
け
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
み

な
さ
ん
に
使
用
し
て
い
た
だ
い
て
こ

そ
、
自
然
を
守
り
、
生
活
環
境
を
改

善
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に

　
市
で
は
平
成
　
年
9
月
に
、
合
併

22

後
の
新
た
な
市
民
憲
章
を
制
定
す
る

と
と
も
に
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
（
市
の

花
・
木
・
鳥
・
魚
）
を
指
定
し
ま
し
た
。

　
市
民
憲
章
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
自
主
的
な
実
践
活
動

に
つ
な
が
る
市
民
道
徳
や
日
常
生
活

に
お
け
る
行
動
規
範
を
定
め
た
も
の

で
あ
り
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
市
の

名
称
や
市
章
と
と
も
に
、
み
な
さ
ん

が
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
一
体
感
を

醸
成
す
る
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
市
内
の

公
共
施
設
、
集
会
所
に
掲
示
す
る
な

ど
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
一
層

の
普
及
、
啓
発
を
図
っ
て
い
ま
す
。

怯
印
西
市
民
憲
章

わ
た
く
し
た
ち
の
印
西
は
、

ゆ
う
ゆ
う
と
流
れ
る
利
根
川
、

水
鳥
飛
び
交
う
印
旛
沼
、
手
賀
沼
に

囲
ま
れ
、

緑
豊
か
な
田
園
と
新
旧
の
街
並
み
が

織
り
成
す

調
和
の
と
れ
た
美
し
い
ま
ち
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
先
人
の
築
い
た

歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、

輝
か
し
い
未
来
に
向
か
っ
て
、

一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
る
元
気
な

ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
こ
の
憲
章
を

定
め
ま
す
。

一
　
美
し
い
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持

　
ち
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
つ

　
く
り
ま
す
。

一
　
互
い
に
助
け
合
い
、
お
年
寄
り

　
や
子
ど
も
を
大
切
に
し
、
安
全
　

 印
西
市
民
憲
章
・
市
の
シ
ン
ボ
ル

 一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
る

　
　
　
　
　
　
元
気
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に

 平
成
　
年
度
行
政
評
価
結
果
を
公
表

23

9月10日は「下水道の日 9月10日は「下水道の日」」

 「下水道 お水がいってる またくるね」

な
っ
た
区
域
は
、
下
水
道
法
な
ど
に

基
づ
い
て
市
が
公
示
し
ま
す
。
こ
の

区
域
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
家
の
便

所
が
く
み
取
り
の
場
合
、
公
示
の
日

か
ら
3
年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造

し
下
水
道
に
接
続
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
合
併
浄
化
槽
な
ど
を
使
用

し
て
い
る
場
合
は
早
急
に
排
水
設
備

を
設
置
し
、
下
水
道
に
接
続
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
下
水
道
が
使
え
る
区
域
内
に
お
住

ま
い
で
、
ま
だ
下
水
道
へ
の
接
続
が

済
ん
で
い
な
い
人
は
、
早
期
接
続
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

怯
水
洗
便
所
改
造
貸
付
金

　
市
で
は
水
洗
化
を
促
進
す
る
た
め
、

く
み
取
り
便
所
や
単
独
浄
化
槽
の
水

洗
化
改
造
工
事
を
供
用
開
始
か
ら
3

年
以
内
に
行
う
場
合
、　
万
円
を
限

25

度
と
し
て
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

怯
指
定
下
水
道
工
事
店

　
ト
イ
レ
の
水
洗
化
な
ど
の
工
事

（
宅
内
排
水
設
備
工
事
）
は
、
市
が
指

定
し
た
工
事
店
（
印
西
市
指
定
下
水

胸実施計画事業評価集計結果胸
計割合

（％）
選択
件数選択肢

194

1325Ａ　目標値を上回る活
動
に
対
す
る
評
価

75146Ｂ　ほぼ目標値どおりである
713Ｃ　目標値をやや下回る
36Ｄ　目標値を下回る  
23Ｅ　活動なし  
11未評価（当年度の目標項目・目標値の設定なし）

194

1326Ａ　目標値を上回る成
果
に
対
す
る
評
価

63122Ｂ　ほぼ目標値どおりである
1427Ｃ　目標値をやや下回る
47Ｄ　目標値を下回る  
36Ｅ　成果なし  
36未評価（当年度の目標項目・目標値の設定なし）

194

816Ａ　計画以上の活動実績・成果であった

総
合
評
価

78152Ｂ　ほぼ計画どおりの活動実績・成果であった
816Ｃ　計画をやや下回る活動実績・成果であった
35Ｄ　計画を下回る活動実績・成果であった
35Ｅ　活動実績・成果なし
00未評価

194

87169事業を継続（現行のまま継続）今
後
の
方
向
性

1020事業を見直す（拡大・縮小・統合・休止・廃止等）
00休止（本年度一時休止）
00廃止（本年度事業を廃止）
35終了（本年度終了又は次年度終了予定）

伊
藤
圭
子
副
市
長
が
退
任

　
印
西
市
副
市
長
の
伊
藤
圭
子
氏
が
、
去
る
8
月
9
日
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
伊
藤
氏
は
、
平
成
　
年
に
印
西
市
助
役
に
就
任
。
以
来
、
7
年
5
カ
月
に

17

わ
た
り
市
政
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

指定下水道工事店の
名簿は、下水道課窓
口、市ホームページ
で入手できます



印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

　市内には高齢者のための福祉センターが4カ
所あります（下表参照）。
　個人や団体で利用できます。
※詳しくは、各施設に直接お問い合わせくださ
い。
■対 市内に居住する60歳以上の人。

胸使用方法…運転免許証、保険証などを提示
して、利用証の交付を受けてください。
胸使用料…市内の人は無料。市外の人は、一
日500円　（滝野シルバールームを除く）。
胸開所時間：午前9時～午後5時。月曜日、祝
日、年末年始（月曜日が祝日の場合は、火曜日）
は休館。
※高花老人福祉センターは、日曜日、祝日、年
末年始が休館。

怯
働
き
た
い
高
齢
者
の
た
め
の

講
習
会

■時 
■場 
左
下
表
の
と
お
り
。

■対 
　
歳
以
上
で
、
現
在
仕
事
に
就
い

55
て
い
な
い
人
。

※
受
講
の
条
件
…
①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

が
発
番
の
求
職
者
番
号
を
保
有
し
て

い
る
こ
と
②
修
了
日
以
降
に
開
催
す

る
合
同
面
接
会
に
参
加
で
き
る
こ
と

③
受
講
者
選
考
の
た
め
、
応
募
後
折

り
返
し
送
付
さ
れ
る
登
録
申
込
書
の

提
出
が
必
須
で
す
。

■費 
無
料
。

■申 
9
月
　
日
画
ま
で
に
、
は
が
き
に

14

講
習
番
号
、
講
習
名
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
求
職
番
号
、
電
話
番
号
、
F

A
X
番
号
お
よ
び
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
記
入
し
郵
送
、
も
し
く
は
F
A
X

で
左
記
へ
（
応
募
多
数
時
選
考
）。

■問 
花
千
葉
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
（
〒
2
6
0
―
0
0
1

3
千
葉
市
中
央
区
中
央
3
―
9
ー
1

6
・
緯
0
4
3
―
2
2
7
―
5
1
1

2
・
胃
0
4
3
―
2
2
7
―
5
1
9

7
）。

　平成25年4月、障がい者の日中作業場の確
保と地域生活支援のため、そうふけふれあい
の里に、主に重度の障がい者を対象とした、
生活介護施設がオープンします。
　通所者の活動は、リハビリを中心とした活
動や機能訓練、陶芸などの製作活動、クッ
キーなどの食品加工、農作業などの軽作業が
中心になります。
　また、家庭での入浴が困難な人には、希望
により特殊浴槽を利用した入浴サービスも行
います。
■対 18歳以上の知的障がい者、重度心身障が
い者（障害区分3から6の人）。■定 30人。
胸開所時間…午前9時30分～午後3時30分。
通所者送迎あり。
※通所に関する問い合わせは、下記まで。
■問 社会福祉法人印旛福祉会いんば学舎・松虫
（印西市松虫516・緯碓98 2486・胃碓98 2497）、
社会福祉課障害福祉班（緯内線257）。

　
8
月
1
日
付
け
で
民
生
委
員
・
児

童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
に
次
の
二

人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

怯
民
生
委
員
・
児
童
委
員

胸
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
北
地
区
…
 牛
 
ご

 頭
 憲
昭
（
中
央
南
二
丁
目
、
武
西
学

ず園
台
二
丁
目
）

怯
主
任
児
童
委
員

胸
大
森
・
永
治
地
区
…
塩
田
幸
子
　

民
生
委
員
･
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
は
地
域
社
会
の
福
祉
増
進
を
図

る
た
め
、
市
内
の
各
地
区
に
配
置
さ

れ
る
地
域
で
最
も
身
近
な
相
談
・
支

怯
ご
存
じ
で
す
か
3
つ
の
基
礎

年
金
（
国
民
年
金
）

【
老
齢
基
礎
年
金
】
保
険
料
を
納
め

た
期
間
（
免
除
期
間
･
合
算
対
象
期

間
を
含
む
）・
厚
生
年
金
を
納
め
た

期
間
な
ど
の
合
計
が
原
則
　
年
（
3

25

0
0
月
）
以
上
あ
る
人
が
、　
歳
に

65

な
っ
て
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
で
す
。

　
な
お
、　
歳
を
過
ぎ
れ
ば
希
望
に

60

よ
り
繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
る
こ

と
も
で
き
ま
す
が
、
そ
の
場
合
、
請

求
す
る
年
齢
に
よ
り
年
金
額
が
減
額

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
繰
り
上
げ
請
求

を
し
た
後
に
障
害
基
礎
年
金
の
請
求

は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
市
役
所
で
手
続
き
で
き
る
の
は
年

金
の
加
入
期
間
が
第
1
号
被
保
険
者

期
間
の
み
の
人
で
す
。
第
3
号
被
保

険
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
）
期
間

や
、
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
期
間
の

あ
る
人
は
、
年
金
事
務
所
で
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

【
障
害
基
礎
年
金
】
病
気
・
け
が
に

よ
る
初
診
日
が
、
国
民
年
金
に
加
入

中
、
ま
た
は
　
～
　
歳
未
満
の
と
き
、

60

65

そ
の
病
気
・
け
が
で
一
定
の
障
害
の

状
態
に
な
っ
て
い
る
場
合
、
初
診
日

の
前
々
月
ま
で
の
加
入
期
間
の
3
分

の
2
以
上
の
保
険
料
納
付
が
あ
る

（
免
除
期
間
を
含
む
）
か
、
直
近
一
年

間
に
保
険
料
の
滞
納
が
な
け
れ
ば
、

障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、　
歳
を
超
え
て
か
ら
の

65

　7月の住民基本台帳法の改正によ
り、住民基本台帳カードを持ってい
る人の転出方法が変更されました。
　転出届終了後に、転出証明書は発
行されません。転入手続きは、住民
基本台帳カードが転出証明書の代わ
りとなります。
　また、改正前は転出すると住民基
本台帳カードは利用できませんでし

たが、改正後は転入市町村でも、継
続して利用ができることになりまし
た。
　詳細については、市ホームページ
をご参照ください。
■問 市民課住民記録班（緯内線234・
237）、印旛支所市民福祉課市民班
（緯碓98 1116）、本埜支所市民福祉課
市民班（緯碓97 1111）。

怯
9
月
　
日
～
　
日
は
「
老
人

15

21

週
間
」

　
市
で
は
、
米
寿
到
達
者
に
祝
い
品

を
、
古
希
、
傘
寿
到
達
者
に
は
「
印

西
市
高
齢
者
福
祉
の
し
お
り
」
を
ご

自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

　
ま
た
、
満
百
歳
を
迎
え
る
み
な
さ

ん
に
は
、
長
寿
を
祝
い
、
多
年
に
わ

た
り
社
会
の
発
展
に
寄
与
を
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、「
祝
い

金
3
万
円
」
を
市
長
が
ご
本
人
に
手

渡
し
し
ま
す
（
日
程
未
定
）。

■問 
介
護
福
祉
課
生
き
が
い
支
援
班

（
緯
内
線
2
7
2
）。

平成２４年（２０１２）９月１日号（４）

胸老人福祉センターなど一覧胸
予約なしで利用可能なもの囲碁・将棋カラオケお風呂住所・電話番号施設名
葛手工芸タイム（毎週木曜）葛
健康相談（第３金曜）葛いきタ
イム（第１・３・５水曜）葛ふ
れあいデー（年齢制限はありま
せん。ただし、お風呂の利用は
3歳以上になります）

○○

○
我～蚊
午前11時
～

午後4時

竹袋614-9
緯碓42 0144

中央老人福祉センター
（総合福祉センター内）

葛ゆうゆうタイム（毎月第1・3水曜）○××高花2-1-5
緯碓47 2112

高花老人福祉センター
（保健福祉センター内）

集会室、教養娯楽室（和室40畳）あり○○×原3-4
緯碓45 3800

そうふけ老人福祉センター
（ふれあい文化館内）

畳コーナーを配したスペースです○××滝野3-4
緯碓80 8181

滝野シルバールーム
（本埜ファミリア館内）

※団体で利用する場合は団体登録が必要です。利用する施設へお問い合わせください。

　心の病気は、「気の持ちよう」「気合や根性」で治る
ものではありません。ほとんどの場合、長期間の治療
が必要とされています。そのため、本人の治療に対す
る努力だけではなく、家族による適切な対応が、回復へ
の近道となります。
【家族としてできること】
①病気に対する正しい知識を持ち誤った対応をしない
　ために、　医療機関などの「「心理教育（家族教室）」
　を利用しましょう。
②病気のことで分からないことは、「主治医」や「精神
　保健福祉士」などに相談しましょう。
③ほかの家族の意見も参考にするため「家族会」なども
　利用しましょう。
④家族自身も趣味や自分の時間を大切にしましょう。
⑤「必ず病気は良くなる」と信じることを示しましょう。
※市では、「心理教育（家族教室）」の一つに「心の整理術
～ソーシャルスキル相談～」を実施中。詳しくは、今後
の『広報いんざい』をご覧ください。

病気に対する正しい知識を持つ
シリーズ・心の道標碓38 

■問 社会福祉課障害福祉班（緯内線268）

　市では、社会福祉課障害福祉班で保健師・精神保健福祉士が、
精神的な悩みに関する相談に応じます。

高
齢
者
の
み
な
さ
ん

 高
齢
者
の
み
な
さ
ん
をを

応
援
し
ま

　
　
　
　
　
応
援
し
ま
すす

老人福祉センターをご活用ください

胸働きたい高齢者のための講習会（技能講習会）胸
会場定員期間講座名講座番号

柏の葉公園
センター
（柏市）

30人
１０/１１牙～１０/２４我・
午前10時～午後4時

マンション
管理員養成20

ホーム
メイド協会
柏校（柏市）

20人
１０/１７我～１０/25牙・
午前10時30分～
　　　　　午後4時30分

介護食調理
（介護員２級資格）24

柏の葉公園
センター
（柏市）

25人１０/１９画～１１/２画・
午前9時30分～午後5時

セキュリティ
（警備員）技能11

胸働きたい高齢者のための講習会（職場体験）胸
会場定員期間講座名講座番号

佐倉市シルバー人材
センター（佐倉市）10人１０/１俄、１０/15俄、10/22俄・

午後1時～4時

パソコン業務
（中級）
ワード・エクセル

52～54

松戸市シルバー人材
センター（松戸市）10人１０/5画、１０/12画、10/19画、

10/26画・午後1時～5時
パソコン業務
（中級）エクセル

58、60、
62、64

松戸市シルバー人材
センター（松戸市）10人１０/１９画・午前10時～正午駅前駐輪場管理76

請
求
の
場
合
、
初
診
日
か
ら
1
年
半

後
の
診
断
書
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

　
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
場
合
で
一

20定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
人
が
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
る
場
合
、
保
険
料

の
納
付
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本

人
の
所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
障
害
基
礎
年
金
に
は
1
級
と
2
級

が
あ
り
、
年
金
額
は
1
級
で
9
8
3

街
1
0
0
円
、
2
級
で
7
8
6
街
5

0
0
円
で
す
。
ま
た
、
年
齢
が
　
歳
18

未
満
の
子
か
　
歳
未
満
の
障
害
の
子

20

が
い
る
場
合
は
、
加
算
が
あ
り
ま
す
。

【
遺
族
基
礎
年
金
】
国
民
年
金
加
入

中
や
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
資

格
を
満
た
し
た
人
が
死
亡
し
た
と
き
、

死
亡
日
の
前
々
月
ま
で
の
加
入
期
間

の
3
分
の
2
以
上
の
保
険
料
納
付
が

あ
る
（
免
除
期
間
を
含
む
）
か
、
直

近
1
年
間
に
保
険
料
の
滞
納
が
な
い

な
ど
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合

に
、
死
亡
し
た
人
に
よ
っ
て
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
た
子
の
あ
る
妻
、
ま

た
は
子
に
、
子
が
　
歳
に
な
る
年
度

18

末
ま
で
（
障
害
の
あ
る
子
の
場
合
は

　
歳
に
な
る
ま
で
）
支
給
さ
れ
ま
す
。

20　
年
金
額
は
基
本
額
7
8
6
街
5
0

0
円
に
、
子
が
2
人
ま
で
は
1
人
に

つ
き
、
各
2
2
6
街
3
0
0
円
。
3

人
目
以
降
は
1
人
に
つ
き
7
5
街
4

0
0
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
年
金
は
受
け
る
資
格
が
あ
っ
て
も
、

本
人
か
ら
の
請
求
が
な
い
と
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
年
金
を
受
け
る
と
き
は

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
年
金
ダ
イ
ヤ
ル
（
緯
0
5
7
0
―

生活介護施設「いんば学舎・陣屋」
来年4月にオープン

0
5
―
1
1
6
5
）、
国
保
年
金
課

高
齢
者
医
療
年
金
班
（
緯
内
線
2
8

8
・
2
8
9
）。

 民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
に
2
人
を
委
嘱

援
者
で
す
。

■問 
社
会
福
祉
課
厚
生
班
（
緯
内
線
2

5
6
）、
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支

援
班
（
緯
内
線
2
4
3
）。

▲塩田幸子氏 ▲牛頭憲昭氏

住民基本台帳カードによる転出入および継続利用における注意点
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総合福祉センターの除染工事が完了

都
市
公
園
の除染

工
事
予
定
（
9
月
）

　
戸
神
台
東
街
区
公
園
、
武
西
学
園

台
街
区
公
園
、
中
丑
西
公
園
、
か
み

う
し
第
1
、
第
2
幼
児
公
園
、
な
か

う
し
第
1
、
第
4
幼
児
公
園
。

　
工
事
期
間
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■問 
都
市
整
備
課
管
理
班
（
緯
内
線
7

4
6
・
7
4
7
）。

木
下
児
童
遊
園
の除

染
工
事
が
完
了

　
6
月
　
日
～
7
月
　
日
に
除
染
作

22

13

業
工
事
が
完
了
し
、
高
さ
　
唖
で
の

50

空
間
線
量
が
、
平
均
0
・
2
4
6
μ

S
v
/
h
か
ら
平
均
0
・
0
9
3
μ

S
v
/
h
に
低
減
し
ま
し
た
。

■問 
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
班

（５）平成２４年（２０１２）９月１日号

印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印
西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放
射射射射射射射射射射射射射射射射射射射射
線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

 印
西
市
 放
射
線
対
策
 情
報
　
　謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂謂555555555555555555555

※「検出せず」とは放射性ヨウ素１３１、放射性セシウム１３４、放射性セ
シウム１３７それぞれが存在しないか、または検出限界値未満である
ことを示します。検出限界値はサンプルなどにより異なるので、詳し
くは市ホームページをご覧ください。
【測定条件】
測定容器：マリネリ容器（４２０悪）　測定時間：１８００秒
【規制値】
煙放射性セシウム１３４と１３７の合計：100ﾍ゙ｸﾚﾙ/茜（一般食品）
■問 農政課振興班（緯内線376）。

幼稚園、保育園、小・中学校などにおける積算放射線量の測定結果

胸印西産農産物の放射性物質検査結果胸

　7月1日～7月31日の検査結果は下記のとおりです（最新の測定結
果は市ホームページをご覧ください)。

【単位：ﾍ゙ｸﾚﾙ/茜】
放射性セシウム
134・137の合計 

放射性
セシウム137

放射性
セシウム134

放射性
ヨウ素131検査品目 検査

日

検出せず検出せず検出せず検出せず

トマト（4検体）、
ミニトマト（2検体）、
キュウリ（2検体）、
ナス（2検体）、
トウモロコシ（2検
体）、インゲン（2検
体）、オクラ、
ゴーヤー（2検体）、
カボチャ、スイカ

果菜類

野
菜
類

平
成
　
年
7
月
1
日
 ～
 7
月
　
日

24

31

検出せず検出せず検出せず検出せず長ネギ、ツルナ、
大葉葉菜類

検出せず検出せず検出せず検出せずニンニク、ミョウガ茎菜類

検出せず検出せず検出せず検出せずダイコン、ニンジン、
ジャガイモ根菜類

検出せず検出せず検出せず検出せずブルーベリー
果実類

検出せず検出せず検出せず検出せずナシ

（
緯
内
線
2
4
4
）。

　中庭（全面芝）の除染作業が完了し、高さ50㎝の空間線量平均
が、0．315μSv／hから0．083μSv／hに低減しました。
■問 総合福祉センター（緯碓42 0144）。

除染工事が完了した総合福祉センター（竹袋）の中除染工事が完了した総合福祉センター（竹袋）の中庭庭

　平成24年7月２６日から８月９日、携帯用簡易
測定器で、市職員が大気中の放射線量の測定した
結果は、下表のとおりです。詳しくは市ホーム
ページをご覧ください。

※今後も、携帯用簡易測定器により市職員が測定
し参考値としてホームページ、各支所・出張所で
掲示し公表します。
■問 環境保全課放射線対策室。

胸積算線量計測結果胸
測定日・H23年10月1日～H24年７月３１日　測定機器・DOSEi（ドーズアイ・富士電機珂製）　単位・ミリシーベルト

年間推定
積算線量

年間登校
(園)日数

積算
累計

積算
日数測定場所年間推定

積算線量
年間登校
(園)日数

積算
累計

積算
日数測定場所

0.182 295 0.149 242  内野保育園0.139 200 0.126 181  木下小学校
0.318 295 0.262 243  木刈保育園0.134 200 0.121 181  小林小学校
0.241 295 0.195 239 ★高花保育園0.496 200 0.446 180 ★大森小学校
0.188 295 0.154 242 ★西の原保育園0.156 200 0.141 181 ★船穂小学校
0.216 295 0.167 228 ★もとの保育園0.309 200 0.292 189 ★永治小学校
0.176 297 0.058 98  山ゆり保育園0.130 200 0.122 188 ★木刈小学校
0.177 294 0.146 242  どんぐり保育園0.088 200 0.083 189 ★内野小学校
0.228 295 0.127 164  銀の鈴保育園0.124 200 0.113 182  原山小学校
0.172 294 0.125 214 ★原山保育園0.116 200 0.105 181  小林北小学校
0.392 295 0.267 201 ★しおん保育園0.189 200 0.172 182  小倉台小学校
0.246 292 0.069 82 ★牧の原宝保育園0.226 200 0.197 174  高花小学校
0.066 183 0.049 135  西の原幼稚園0.124 200 0.112 181  西の原小学校
0.287 188 0.229 150 ★天神幼稚園0.166 200 0.102 123 ★原小学校
0.101 189 0.093 174  小林天神幼稚園0.145 200 0.137 189 ★六合小学校
0.125 192 0.111 170  きかり幼稚園0.152 200 0.138 181 ★宗像小学校
0.076 168 0.063 140  しおん幼稚園0.116 200 0.106 182  平賀小学校
0.102 207 0.093 189 ★原山幼稚園0.224 200 0.209 187 ★いには野小学校
0.154 295 0.124 237 ★木刈学童クラブ0.146 200 0.133 182 ★本埜第一小学校
0.131 295 0.107 241 ★原山学童クラブ0.151 200 0.137 182 ★本埜第二小学校
0.132 295 0.105 235 ★木下学童クラブ0.115 200 0.103 179  滝野小学校
0.184 295 0.139 223 ★小倉台学童クラブ0.122 200 0.108 177  印西中学校
0.148 295 0.122 243 ★西の原学童クラブ0.221 200 0.200 181 ★船穂中学校
0.138 295 0.111 238 叶高花学童クラブ0.125 200 0.114 183 ★木刈中学校
0.128 295 0.100 231 ★内野学童クラブ0.203 200 0.183 180 ★小林中学校
0.148 295 0.105 209  大森学童クラブ0.164 200 0.154 188 ★原山中学校
0.150 295 0.120 236 原・第２学童クラブ0.138 200 0.093 135 ★西の原中学校
0.066 295 0.055 245  小林学童クラブ0.115 200 0.104 181  印旛中学校
0.157 295 0.114 214 ★いには野学童クラブ0.146 200 0.132 181  本埜中学校
0.120 295 0.098 241 ★平賀学童クラブ0.190 200 0.178 187  滝野中学校
0.150 295 0.122 240 ★滝野学童クラブ0.076 197 0.068 176 ★大森幼稚園
0.254 295 0.178 207 ★内野第２学童クラブ0.214 197 0.188 173 ★瀬戸幼稚園
0.282 295 0.224 234 ★永治学童クラブ0.080 197 0.071 175  もとの幼稚園
0.133 295 0.087 193  小林第２学童クラブ0.203 295 0.168 244 ★木下保育園
0.132 296 0.097 217  クリオネクラブ0.221 295 0.182 243  大森保育園

胸測定方法…子どもと同じ程度の高さとするため、先生の腰付近のポケット、ズボンなどに積算線量計
を装着し、子どもの滞在時間を目安に測定します。
　測定時間は、保育園が午前8時30分～午後4時30分、幼稚園が午前9時～午後2時30分、小・中
学校が午前8時～午後4時30分、学童保育が午後2時30分～午後7時です。
※太字の施設の数値は、各支所・出張所・市ホームページでご確認ください。
※★印のついた施設は、機器の消し忘れがあり、24時間測定をした日があります。
※叶印のついた施設は、測定器故障のため、準備ができしだい測定を開始します。
測定値の詳細については、各幼稚園、保育園、小・中学校もしくは環境保全課放射線対策室（緯内線366
～368・■メール kankyouka@city.inzai.lg.jp ）にお問い合わせください。

砂場校庭測定
日

学校名
100唖50唖5唖100唖50唖5唖

※除染作業中のため測定を一時休止しています木下小学校

0.081 0.083 0.101 0.095 0.079 0.090 8/3小林小学校

0.119 0.143 0.137 0.093 0.088 0.088 8/9大森小学校

0.102 0.106 0.093 0.126 0.162 0.161 8/3船穂小学校

0.092 0.102 0.106 0.112 0.184 0.089 8/2永治小学校

0.085 0.070 0.085 0.060 0.050 0.053 8/9木刈小学校

0.129 0.121 0.075 0.085 0.088 0.088 8/8内野小学校
※除染作業中のため測定を一時休止しています原山小学校

0.092 0.090 0.070 0.079 0.084 0.077 8/7小林北小学校
※除染作業中のため測定を一時休止しています小倉台小学校

0.099 0.109 0.111 0.128 0.132 0.111 8/6高花小学校

0.125 0.133 0.104 0.084 0.088 0.076 8/1西の原小学校

0.137 0.146 0.115 0.140 0.147 0.156 7/31原小学校

0.172 0.167 0.150 0.103 0.087 0.093 8/1六合小学校

0.128 0.132 0.120 0.104 0.103 0.111 7/26宗像小学校

0.097 0.096 0.092 0.112 0.113 0.115 727平賀小学校

0.140 0.151 0.109 0.068 0.063 0.059 730いには野小学校

0.141 0.125 0.098 0.169 0.189 0.206 7/26本埜第一小学校

0.149 0.145 0.116 0.118 0.099 0.113 7/26本埜第二小学校

0.124 0.142 0.116 0.076 0.082 0.081 8/1滝野小学校

0.110 0.099 0.076 0.124 0.129 0.130 8/8印西中学校

0.140 0.132 0.097 0.115 0.136 0.119 8/7船穂中学校

0.239 0.224 0.200 0.131 0.135 0.132 8/2木刈中学校

0.174 0.142 0.118 0.173 0.186 0.181 8/2小林中学校

0.114 0.103 0.076 0.105 0.098 0.084 8/9原山中学校

砂場校庭・園庭測定
日

学校名・
園名 100唖50唖5唖100唖50唖5唖

0.176 0.175 0.163 0.142 0.155 0.151 8/1西の原中学校

0.144 0.142 0.142 0.196 0.218 0.235 7/30印旛中学校

0.249 0.274 0.210 0.187 0.193 0.179 7/30本埜中学校

0.122 0.140 0.126 0.114 0.115 0.114 8/1滝野中学校

0.124 0.127 0.114 0.081 0.084 0.069 8/9大森幼稚園

0.102 0.108 0.084 0.090 0.079 0.077 8/1瀬戸幼稚園

0.121 0.111 0.111 0.103 0.100 0.097 7/26もとの幼稚園

0.174 0.206 0.203 0.104 0.123 0.113 8/8木下保育園

0.134 0.149 0.154 0.108 0.104 0.108 8/9大森保育園

0.118 0.120 0.120 0.083 0.084 0.078 8/8内野保育園

0.118 0.145 0.133 0.102 0.125 0.119 8/2木刈保育園

0.128 0.104 0.104 0.126 0.143 0.132 8/6高花保育園

0.122 0.108 0.093 0.114 0.113 0.120 8/1西の原保育園

0.120 0.126 0.142 0.123 0.145 0.146 7/30もとの保育園

屋上駐車場測定
日

施設名
100唖50唖5唖100唖50唖5唖
0.255 0.275 0.307 0.123 0.132 0.134 8/8印西市役所

0.060 0.075 0.078 0.143 0.141 0.113 7/31印旛支所

0.080 0.075 0.071 0.190 0.198 0.212 7/26本埜支所

　単位：詐Sｖ/ｈ＝マイクロシーベルト/時間
※今回の測定に使用した測定機器は、平成23年
5月31日～6月3日に検査機関が使用したもの
〔Nal(TI)シンチレーションサーベイメータTCS-161
（アロカ株式会社製）〕とは違います。
今回：ラディ（PA-1000）（珂堀場製作所製）
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

塔
・
十
九
夜
塔
」。　

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
。

噛
講
師
…
臼
郷
堀
英
司
氏
（
千
葉
県

立
中
央
博
物
館
歴
史
学
研
究
科
科

長
）、
渦
中
村
勝
氏
（
柏
市
歴
史
編
さ

ん
委
員
）、
③
蕨
由
美
氏
（
江
戸
川
区

郷
土
史
料
室
文
化
財
調
査
員
）。

■定 
　
人
。

50
■費 
各
回
5
0
0
円
。

■申 
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
F
A
X
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記

へ
（
先
着
順
）。

■問 
印
西
地
域
史
研
究
会
事
務
局
・
松

本
隆
志
（
緯
／
胃
碓47 
7
1
7
7
・
■メール 

m
-tak
ash
i@
fc4
.so
-n
e
t.n

e
.jp
y
u

）。

無
料
公
開
講
座

女
性
文
化
大
学
き
も
の
シ
ョ
ー

　
長
年
き
も
の
文
化
を
普
及
し
て
い

る
公
益
法
人
、
苛
民
族
衣
裳
文
化
普

及
協
会
で
は
、
市
内
で
 十
二
単
 の
着

じ
ゅ
う
に
ひ
と
え

装
実
演
を
は
じ
め
と
し
た
「
き
も

の
シ
ョ
ー
」
を
開
催
。
無
料
観
覧

者
受
付
中
。

■時 
　
月
7
日
蚊
・
午
後
2
時
～

10
（
開
場
は
午
後
1
時
　
分
）。

30

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■費 
無
料
（
資
料
無
料
送
付
）。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
苛
民
族
衣
裳
文
化
普
及
協
会

（
緯
0
1
2
0
―
0
2
9
―
3
1

5
・
■ＨＰ w

w
w
.w
ag
o
k
o
ro
.c

o
m

・
■メール in

fo
@
w
ag
o
k
o
ro
.

co
m

）。

■内 
【
第
1
回
】「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
運
動
」、
噛
講
師
…
青
木
和
浩
准

教
授
・
荻
原
朋
子
助
教
授
。【
第
2

回
】「
陸
上
教
室
」、
噛
講
師
…
柳
谷

登
志
雄
准
教
授
、
高
橋
雄
太
助
教
授
。

■対 
原
則
2
回
と
も
参
加
で
き
る
人
で
、

市
内
在
住
・
在
勤
の
小
学
1
～
6
年

生
の
親
子
。

■定 
　
組
　
人
。

15

30

■申 
9
月
3
日
俄
～
　
日
俄
（
平
日
の

10

み
）
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
左
記
ま

で
（
先
着
順
）。

■問 
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

（
緯
内
線
5
4
3
）。

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

　
図
書
館
で
定
め
る
保
存
期
限
を
過

ぎ
た
雑
誌
・
除
籍
と
な
っ
た
図
書
を
、

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

■時 
9
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

15

10

3
時
。

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

※
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
。

■問 
大
森
図
書
館
（
緯
碓42 
8
6
8
6
）。

印
西
地
域
史
講
座
を
開
催
し
ま
す

　
印
西
地
域
の
歴
史
を
知
る
講
座
を

昨
年
度
に
引
き
続
き
を
開
催
。

臼
9
月
　
日
蚊
午
前
　
時
～
正
午

23

10

（
午
前
の
部
）
講
演
「
発
掘
者
は
見

た
概
古
代
の
船
穂
郷
を
発
見
か
」。

午
後
1
時
～
3
時
（
午
後
の
部
）
遺

跡
見
学
。

渦
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

28

10

講
演
「
近
世
の
手
賀
沼
の
新
田
開

発
」。　

嘘
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午
。

12

16

10

講
演
「
北
総
の
女
人
信
仰
＝
子
安

地
域
デ
ビ
ュ
ー
の
お
た
め
し
講
座

　「
定
年
を
期
に
、
地
域
で
サ
ー
ク

ル
な
ど
の
活
動
を
し
た
い
」「
い
ろ

ん
な
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
た
い
」

と
考
え
て
い
る
み
な
さ
ん
の
た
め
に
、

仲
間
づ
く
り
や
地
域
活
動
参
加
の

き
っ
か
け
づ
く
り
を
応
援
す
る
講
座

で
す
。

■時 
9
月
　
日
牙
、　
月
2
日
峨
、　

27

10

10

日
我
、　
日
我
、　
日
臥
・
原
則
午

17

20

後
1
時
　
分
～
5
時
（
全
5
回
）。

15

■対 
定
年
間
近
、
ま
た
は
定
年
に
な
っ

た
人
、
こ
れ
か
ら
地
域
活
動
を
始
め

る
人
や
地
域
交
流
館
を
利
用
す
る
人
。

■定 
　
人
。

20
■費 
保
険
代
、
材
料
費
な
ど
の
実
費
。

■申 
9
月
　
日
臥
ま
で
に
電
話
ま
た
は

15

直
接
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
。

～
中
央
駅
前
発
～

　
　
　
木
下
ま
ち
並
み
見
学
隊

　
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
を
出
発
し

て
、
木
下
地
区
を
見
学
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
木
下
の
ま
ち
並
み
や
、
木
下
河
岸

跡
、
木
下
万
葉
公
園
な
ど
を
ま
わ
り
、

ぶ
ら
り
川
め
ぐ
り
を
体
験
し
ま
す
。

■時 
　
月
6
日
臥
・
午
前
9
時
～
午
後

10
4
時
（
集
合
・
解
散
場
所
は
、
中
央

駅
前
地
域
交
流
館
）。

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
術
で
あ
る
傾
聴
に
つ
い
て

の
理
解
と
知
識
を
学
び
ま
す
。

■時 
　
月
5
日
画
、　
日
画
・
午
後
1

10

12

時
　
分
～
4
時
　
分
（
全
2
回
）。

30

30

■場 
本
埜
公
民
館
（
中
根
）。

■定 
　
人
。

30
■費 
1
0
0
円
（
保
険
代
ほ
か
）。

■問 
社
会
福
祉
協
議
会
。

な
か
よ
し

動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
2

■時 
9
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

22

10

3
時
。

■場 
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
富

里
市
御
料
7
0
9
―
1
）。　

■内 
犬
の
し
つ
け
方
実
演
、
犬
の
さ
わ

り
方
・
手
入
れ
実
演
、
乗
馬
体
験
、

チ
ー
バ
く
ん
と
写
真
撮
影
、
動
物
ち

ぎ
り
絵
や
っ
て
み
よ
う
、
動
物
愛
護

紙
芝
居
、
地
元
特
産
品
販
売
ほ
か
。

■問 
千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
緯

碓93 
5
7
1
1
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w

.p
re
f.ch
ib
a.lg
.jp
/aig
o
/

）。

 印
西
市
  国
際
  交
流
  協
会
  主
催
 

い
ん
ざ
い
し
 

こ
く
さ
い
 
こ
う
り
ゅ
う
 き
ょ
う
か
い
 
し
ゅ
さ
い

 外
国
  人
 の
た
め
の

が
い
こ
く
 
じ
ん

 日
本
語
 

に

ほ

ん

ご

 講
座
 

こ

う

ざ

　
 普
段
 の

ふ

だ

ん

 生
活
 で
、

せ
い
か
つ

 日
本
語
 に

に

ほ

ん

ご

 困
 っ
こ
ま

て
い
ま
せ
ん
か
。 一
緒
 に

い
っ
し
ょ

 日
本
語
 や

に

ほ

ん

ご

 日
本
文
化
 を

に

ほ

ん

ぶ

ん

か

 勉
強
 し
ま
し
ょ
う
。

べ
ん
き
ょ
う

　
 日
 
に
っ

 程
 は
て
い

 左
 の
ひ
だ
り

 表
 の
と
お
り
。

ひ
ょ
う

順
天
堂
大
学
生
涯
学
習
公
開
講
座

「
親
子
で
ス
ポ
ー
ツ
を
学
ぼ
う
！
」

　
酒
々
井
町
教
育
委
員
会
と
共
催
で
、

順
天
堂
大
学
の
教
員
と
学
生
た
ち
に

よ
る
親
子
参
加
型
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

を
開
講
し
ま
す
。

■時 
【
第
1
回
】　
月
　
日
蚊
、【
第

10

21

2
回
】　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～

10

28

10

正
午
（
受
け
付
け
9
時
　
分
～
）。

30

■場 
順
天
堂
大
学
さ
く
ら
キ
ャ
ン
パ
ス

内
（
平
賀
学
園
台
）。

オ
ダ
ギ
リ
ジ
ョ
ー
、
大
塚
寧
々
ほ
か
。

監
督
・
是
枝
裕
和
。

■時 
9
月
　
日
蚊
・
午
後
2
時
～
（
開

23

場
は
1
時
　
分
）。

30

■費 
無
料
（
全
席
自
由
）。
た
だ
し
、
整

理
券
が
必
要
。

※
9
月
5
日
我
・
午
前
9
時
か
ら
文

化
ホ
ー
ル
、
各
公
民
館
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
で
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。

　
九
州
新
幹
線
「
つ
ば
め
」
と
「
さ

く
ら
」
が
す
れ
違
う
時
、
奇
跡
が
起

こ
る
。
そ
ん
な
う
わ
さ
を
耳
に
し
た

離
れ
て
暮
ら
す
兄
弟
は
、
共
に
奇
跡

を
起
こ
し
家
族
の
絆
を
取
り
戻
し
た

い
と
願
う
。
兄
弟
は
、
壮
大
で
無
謀

な
計
画
を
立
て
始
め
る
。
そ
し
て
、

そ
の
計
画
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
を
巻

き
込
み
思
い
も
よ
ら
な
い
奇
跡
を
起

こ
し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

　
出
演
・
前
田
航
基
、
前
田
旺
志
郎
、

平成２４年（２０１２）９月１日号（６）

パート英

■定 
　
人
。

20
■費 
1
街
2
5
0
円
（
川
め
ぐ
り
乗
船

料
、
バ
ス
料
金
、
保
険
代
）
当
日
集

金
。

■他 
歩
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
昼
食
・

水
筒
・
帽
子
持
参
。

■申 
9
月
1
日
臥
か
ら
電
話
ま
た
は
左

記
窓
口
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
。

講
座
・
催
し

中
央
駅
前
地
域
交
流
館

緯
碓４６ 
５
１
１
１

そ
の
ほ
か

社
会
福
祉
協
議
会

緯
碓４２ 
０
２
９
４

　
■問 
文
化
ホ
ー
ル
（
緯
碓42 
8
8
1
1
）。

９／２３
（日）

　
ミ
リ
映
画
会
「
奇
跡
」

16

席
指
定
・
発
売
初
日
の
み
1
人
4
枚

ま
で
）。

※
障
害
者
割
引
は
料
金
か
ら
5
0
0

円
引
き
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
学

生
証
ま
た
は
障
害
者
手
帳
な
ど
に
よ

る
確
認
を
行
い
ま
す
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
9
月
8
日
臥
・
午

前
9
時
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
窓
口
お
よ

び
、
午
前
　
時
か
ら
イ
ー
プ
ラ
ス

10

（
■ＨＰ h

ttp
://e
p
lu
s.jp

）
で
販
売

開
始
（
残
券
が
あ
る
場
合
は
9
月
　11

日
峨
か
ら
電
話
受
付
開
始
）。

　
ド
イ
ツ
を
拠
点
に
、
世
界
で
活
躍

中
の
人
気
若
手
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
リ
サ

イ
タ
ル
を
行
い
ま
す
。

■時 
　
月
4
日
蚊
・
午
後
3
時
～
（
開

11
場
は
2
時
　
分
）。

30

■費 
大
人
3
街
5
0
0
円
、
子
ど
も

（
小
・
中
学
生
）
2
街
0
0
0
円
（
全

１１／４
（日）

ア
リ
ス
＝
紗
良
・
オ
ッ
ト
　

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

 連絡先 
れんらくさき

 時間 
じ か ん

 曜日 
ようび

 会場 
かいじょう

吉岡（よしおか）碓46 6879
※ 英語 ・

え い ご

 中国語 での
ちゅうごくご

 問 い
と

 合 わせ
あ

池田アン（いけだあん）碓98 3010

10：００～１２：００
12：30～１4：００ 水曜日 

す い よ う び

 中央 
ちゅうおう

 駅前 
えきまえ

 地域 
ち い き

 交流館 （
こうりゅうかん

 中央南 ）
ちゅうおうみなみ

三木（みき）080-4412-2236
治田（はるた）090-2548-3317（20 時以降 ）

じ い こ う10：００～１２：００ 土曜日 
ど よ う び

ふれあい 文化館 （
ぶ ん か か ん

 原 ）
は ら

三木（みき）080-4412-2236
國方（くにかた）碓97 4773（20 時以降 ）

じ い こ う19：００～21：００ 土曜日 の 夜 
ど よ う び  よ る

 滝野 
た き の

 自治会館 （
じ ち か い か ん

 滝野 ）
た き の

三木（みき）080-4412-223610：００～１２：００ 火曜日 
か よ う び

ふれあい センタ ーいんば（
せ ん た

 美瀬 ）
み せ

吉岡（よしおか）687910：００～１２：００ 木曜日 
も く よ う び

 中央 
ちゅうおう

 公民館 （
こうみんかん

 大森 ）
おおもり

※ 火曜日 、
か よ う び

 土曜日 
ど よ う び

 夜 クラスには、
よ る

 小学校 に
しょうがっこう

 入学 する
にゅうがく

 前 の
まえ

 子 どもは
こ

 参加 できません。
さ ん か

※ 土曜日 の
ど よ う び

 夜 クラスは、
よ る

 第 ２、 第 ３、 第 ４の
だい だい だい

 土曜日 の
ど よ う び

 開催 します。
かいさい

イメージイメージ図図

救
命
講
習

　
印
西
地
区
消
防
組
合
で
は
、
応
急

手
当
の
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
、
管

内
住
民
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
救
命

講
習
を
実
施
し
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
～
正
午

15

（
災
害
発
生
時
お
よ
び
災
害
発
生
の

恐
れ
が
あ
る
場
合
は
中
止
）。

■場 
印
西
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

（
牧
の
原
）。

■内 
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
※

A
E
D
使

用
訓
練
を
含
む
）。

※
A
E
D
…
自
動
体
外
式
除
細
動
器
。

■定 
　
人
（
最
低
実
施
人
数
5
人
）。

30
■申 
9
月
　
日
我
・
正
午
ま
で
に
、
左

12

記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
印
西
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
警

防
課
救
急
救
助
係
（
緯
碓46 
9
9
6

4
）。
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

■他 
敷
物
、
飲
み
物
。

■申 
9
月
　
日
牙
ま
で
に
住
所
・
氏

20

名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
メ
ー
ル
・

F
A
X
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
宿
城
（
緯
／
胃
碓42 
4
4
4
2
・
■メール 

in
zaifu

ru
sato

@
y
ah
o
o
.co

.jp

・
午
後
7
時
～
9
時
）。

里
山
散
策
会

①
浦
部
川
に
沿
っ
た
里
山
め
ぐ

り
と
和
泉
の
獅
子
舞
見
学

　
印
西
市
の
里
山
を
歩
き
、
野
鳥
、

昆
虫
、
野
草
な
ど
の
自
然
観
察
を
す

る
。
午
後
は
和
泉
の
獅
子
舞
を
見
学
。

■時 
9
月
　
日
華
・
午
前
9
時
　
分
～
。

22

30

※
雨
天
中
止
。

■場 
集
合
…
北
総
線
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
中
央
駅
前
。

②
自
然
と
歴
史
の
里
山
散
策

　
鎌
ヶ
谷
市
に
あ
る
小
金
中
野
牧
捕

込
跡
（
国
史
跡
）
の
見
学
。
午
後
は
、

市
街
地
に
奇
跡
的
に
残
る
囃
子
水
湧

水
地
を
め
ぐ
る
。
鎌
ヶ
谷
市
郷
土
資

料
館
学
芸
員
に
よ
る
解
説
あ
り
。

■時 
9
月
　
日
画
・
午
前
9
時
　
分
～

28

30

午
後
3
時
　
分（
雨
天
時
は
捕
込
跡

30

の
解
説
と
見
学
の
み
。正
午
で
終
了
）。

■場 
集
合
…
新
京
成
初
富
駅
、
解
散
…

東
武
野
田
線
鎌
ヶ
谷
駅
。

①
②
共
通

■対 
子
ど
も
か
ら
大
人
。

■定 
　
人
程
度
。

30
■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
）。

■他 
飲
み
物
、
弁
当
、
双
眼
鏡
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
印
西
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド
・

阿
部
（
緯
／
胃
碓47 
1
4
5
5
）。

の
相
談
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
仕

事
内
容
な
ど
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
印
西
市
内
お
よ
び
周
辺
の
　
事
業

10

所
が
参
加
予
定
。

■時 
9
月
　
日
牙
・
午
後
1
時
　
分
～

13

30

3
時
　
分
（
受
け
付
け
は
1
時
～
）。

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
。

■定 
　
人
（
先
着
順
）。

30
■他 
履
歴
書
持
参
。

■申 
電
話
で
左
記
へ
。

■問 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
成
田
・
福
祉
人
材

コ
ー
ナ
ー
（
緯
碓27 
8
6
0
9
）。

面
接
練
習
セ
ミ
ナ
ー
　
白
井

in

　
若
者
の
就
職
支
援
施
設
「
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
ち
ば
」
と
白
井
・
印
西
・
鎌

ケ
谷
の
3
市
が
共
催
で
、
就
職
活
動

に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
を
連
続
で
開
催
。

　
2
回
目
の
今
回
は
、
面
接
の
ポ
イ

ン
ト
を
理
解
し
、
入
室
か
ら
退
室
ま

で
面
接
の
一
連
の
流
れ
を
実
践
練
習

し
ま
す
の
で
、「
面
接
初
心
者
」
に
お

す
す
め
で
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
と
個
別
相
談
「
ち
ょ

こ
っ
と
相
談
（
一
人
　
分
程
度
）」

10

や
求
人
情
報
一
覧
表
の
閲
覧
も
可
。

■時 
9
月
　
日
峨
・
午
後
1
時
～
3
時

25

　
分
（
開
始
　
分
前
集
合
）。

30

10

■場 
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
（
白
井
駅
か

ら
徒
歩
3
分
）。

■対 
就
職
を
希
望
し
て
い
る
　
～
　
歳

15

39

ま
で
の
人
。

■定 
　
人
。

20
■申 
電
話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

※
「
ち
ょ
こ
っ
と
相
談
」
希
望
者
は

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

胸
今
後
の
開
催
予
定
…
地
元
で
就
職

応
援
ツ
ア
ー
【
バ
ス
ツ
ア
ー
】　
月
11

　
日
峨
・
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
。

13詳
細
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■問 
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
（
緯
0
4
7

―
4
2
6
―
8
4
7
1
）、
市
経
済

政
策
課
経
済
政
策
課
（
緯
内
線
3
5

5
）。

「
ふ
く
し
の
し
ご
と
」

ミ
ニ
面
接
会
　
印
西

in

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
成
田
・
松
戸
で
は
、

福
祉
・
介
護
の
仕
事
を
希
望
す
る
人

を
対
象
に
、
施
設
の
採
用
担
当
者
と

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
　
　
　「
い
な
ざ
き
獅
子
舞
」

　「
い
な
ざ
き
獅
子
舞
」
は
、
秋
の
豊

作
へ
の
感
謝
と
子
孫
繁
栄
の
願
い
が

込
め
ら
れ
、
和
泉
の
鳥
見
神
社
へ
奉

納
さ
れ
ま
す
。

　
三
匹
獅
子
と
道
化
の
舞
を
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■時 
9
月
　
日
華
・
午
後
2
時
～
。

22

■場 
和
泉
鳥
見
神
社
。

■問 
生
涯
学
習
課
文
化
班
（
緯
内
線
5

4
6
）。

印
西
ふ
る
さ
と
案
内
人
協
会

「
い
な
ざ
き
獅
子
舞
」

　
　
　
　
　
　
見
学
ウ
ォ
ー
ク

　
今
年
の
ウ
ォ
ー
ク
は
、
松
山
下
公

園
を
起
点
・
終
点
と
し
た
新
し
い

コ
ー
ス
で
ご
案
内
し
ま
す
。
秋
の
気

配
を
探
し
な
が
ら
、
さ
あ
歩
き
ま

し
ょ
う
。

■時 
9
月
　
日
華
・
午
後
0
時
　
分
～

22

30

4
時
　
分
（
受
け
付
け
は
正
午
～
）。

30

※
雨
天
決
行
。

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
前
集
合
。

胸
コ
ー
ス
…
松
山
下
公
園
・
日
だ
ま

り
の
丘
→
歓
喜
院
→
光
堂
→
泉
倉
寺

→
和
泉
会
館
→
和
泉
鳥
見
神
社
→
亀

成
水
神
社
→
松
山
下
公
園
。

■定 
　
人
。

50
■費 
一
人
3
0
0
円
（
中
学
生
以
上
）。

（７）平成２４年（２０１２）９月１日号

　今年も市民文化祭を開催します。展示部門は9
月に再開館する本埜公民館へ場所を移します。み
なさんの日ごろの活動成果をこの機会に披露して
みませんか。
■対 市内在住・在勤・在学で、準備から片付けまで
参加できる人。
■申 所定の申込用紙（生涯学習課窓口、各公民館ま

たは市ホームページで入手可）に必要事項を記入
し、9月30日蚊までに下記または各公民館まで。
※部門によって申し込み方法に若干の違いがあり
ます。必ず下表の申し込み欄を参照してください。
詳しくは、下記までお問い合わせください。
■問 生涯学習課文化班（〒270‐1396印西市大森
2364‐2・緯内線544・■メール syougaku@city.inzai.lg.jp）。

文化祭はみなさんが主役。気軽にご参加ください文化祭はみなさんが主役。気軽にご参加ください!!

参　加　の　規　定　な　ど期 日会 場部　　門

日本画・洋画・水墨画・水彩画・パステル画・デザイン画・版画・コラージュなど題材、画材自由。作品は20号以内で額装。

11/２画～

11/４蚊

【搬入】
11/1牙

【搬出】
11/4蚊

本埜
公民館

絵 画美
術
工
芸
展

刻字・彫刻・陶芸・ちぎり絵など題材自由。美術工芸

題材自由。モノクロ・カラー、4ツ切～半切（パネルまたは額付き）。組写真は5点以内、6～4ツ切（要パネルレイアウト）。写 真

半折以下縦書き、仮巻き付（半紙・短冊・色紙の作品も仮巻き付）扇物・屏風・ガラス類は除く。内容自由。1人1点。児童・
生徒の作品は各団体で用意すること。

書 道 展

流派問わず。題材自由。本名で展示。花材・花器は各自で用意。生け込み説明会は、10/１１牙に中央公民館で開催。華 道 展

洋裁・和裁・編物・小物など手作りの作品。手 工 芸 展

作品自由。

山 草 展

盆 栽 展

テーブルガーデニング展

菊 花 展

参　加　の　規　定　・　申　し　込　み　な　ど期 日会場部　　門

曲目自由、2コーラス。通信カラオケ使用。■費 3，000円（1，000円は年会費。昼食代込み。事前徴収）。
■問 歌謡連合会長・長谷川（■携 090―3508―5896）。10/1４蚊

文化ホール

歌 謡 の 集 い

曲目自由、1曲5分以内。1会派4曲まで。打ち合わせ会議・抽選会を10/5画に市役所本庁で開催。10/2７臥舞 踊 の 集 い

■対 観世流謡曲を習得している人。■申 右記へ連絡。■問 能楽連合会長・三城（緯碓４２ 7474）。10/２８蚊能 楽 の 集 い

曲目自由、1曲5分以内。伴奏は、ＭＤ・テープでも可。■問 民謡連合会長・石橋（緯碓42 2265）。11/１1蚊民 謡 の 集 い

当季雑詠2句を当日出句。講師：実籾繁氏。■費 1，000円（昼食代込み。当日徴収）。10/27臥
中央
公民館

俳 句 大 会

題材自由、未発表作品1首。講師：西見恒生氏。■費 1，000円（昼食代込み。当日徴収）。
■申 ９月１５日臥（必着）までに問い合わせ先へ郵送。■問 短歌連盟会長・加藤（〒270-1318印西市小林1635-1・緯碓97 3992）。10/28蚊短 歌 大 会

講師：北島忠雄氏。■費 成人1，500円、小・中学生1，000円（昼食代込み。当日徴収）。1０/21蚊総合福祉
センター

将 棋 大 会

講師：茅野直彦氏。■費 成人1，500円、女性1，000円、未成年700円（昼食代込み。当日徴収）。11/11蚊囲 碁 大 会

第 17回印西市民文化祭

働
く

▲軽快に舞う三匹獅子と道化（最左）

滑▲各団体のみなさ
んが日ごろの活動を
発表



印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

■問 
介
護
福
祉
課
生
き
が
い
支
援
班

（
緯
内
線
2
7
1
）。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

　
市
内
の
お
お
む
ね
　
歳
以
上
の
人

60

を
対
象
に
、
随
時
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
高
齢
者
が
で
き
る
仕
事
で
あ

画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成

　
年
度
～
平
成
　
年
度
）
に
基
づ
き
、

24

26

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
1
施
設
・

定
員
1
0
0
人
以
内
）
の
整
備
事
業

者
を
募
集
し
ま
す
。

■他 
募
集
要
領
（
介
護
福
祉
課
窓
口
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
）
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■申 
9
月
3
日
俄
～
　
日
画
（
平
日
の

28

み
）
ま
で
に
、
必
要
な
書
類
を
左
記

ま
で
提
出
。

■場 
市
役
所
農
業
委
員
会
会
議
室
。

※
被
災
求
職
者
を
優
先
的
に
雇
用
い

た
し
ま
す
。

■申 
9
月
　
日
画
ま
で
に
、
履
歴
書

14

（
写
真
張
り
付
け
）
左
記
ま
で
持
参
。

※
合
否
に
つ
い
て
は
、
面
接
終
了
後

に
個
別
に
連
絡
し
ま
す
。

■問 
農
政
課
農
政
班
（
緯
内
線
3
7

1
・
3
7
2
）。

印
西
市
情
報
化
推
進
会
議
委
員

　
市
で
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
　
年

24

28

度
ま
で
の
5
カ
年
の
情
報
化
計
画
を

策
定
し
、
情
報
化
に
関
す
る
施
策
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
情
報

化
計
画
の
推
進
に
関
し
て
意
見
を
い

た
だ
く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

胸
任
期
…
2
年
。

■対 
市
内
在
住
・
在
勤
の
　
歳
以
上
の

20

人
で
、
平
日
日
中
の
会
議
に
出
席
が

可
能
か
つ
、
印
西
市
の
ほ
か
の
審
議

会
な
ど
の
委
員
に
な
っ
て
い
な
い
人
。

※
会
議
回
数
は
、
必
要
に
応
じ
て
開

催
（
年
2
回
程
度
）。

■定 
2
人
。

■申 
9
月
　
日
峨
（
当
日
消
印
有
効
）

18

ま
で
に
、
情
報
化
へ
の
提
言
、
応
募

理
由
な
ど
を
含
め
8
0
0
字
程
度

（
様
式
は
任
意
）
の
小
論
文
を
作
成
。

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話

番
号
を
添
付
し
、
左
記
ま
で
郵
送
、

メ
ー
ル
ま
た
は
持
参
。

胸
選
考
方
法
…
小
論
文
を
選
考
材
料

と
し
て
公
募
委
員
を
決
定
し
ま
す
。

※
ほ
か
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
で
あ

る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
応
募
書
類
は
返
却
不
可
。

■問 
情
報
管
理
課
情
報
管
理
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
5
9
4
、
5
9

6
・
■メール jy

o
u
h
o
u
k
a@
city
.in
z

ai.lg
.jp

）。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備

事
業
者
（
平
成
　
年
度
新
規
整
備
）

25

　
市
で
は
、
印
西
市
高
齢
者
福
祉
計

3
）。

市
民
税
課
非
常
勤
職
員

　
デ
ー
タ
入
力
な
ど
を
行
う
非
常
勤

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

胸
勤
務
期
間
…
　
月
1
日
～
　
月
　

10

12

28

日
。

胸
勤
務
時
間
…
週
3
日
・
午
前
9
時

～
午
後
4
時
（
正
午
～
午
後
1
時
は

休
憩
）。

■対 
　
歳
く
ら
い
ま
で
の
健
康
な
人
。

60
■定 
1
人
。

胸
時
給
…
8
3
0
円
～
9
0
0
円

（
経
験
年
数
に
よ
り
考
慮
）。

※
通
勤
手
当
あ
り
。

■申 
9
月
　
日
峨（
必
着
）ま
で
に
、
履

11

歴
書
（
写
真
張
り
付
け
）
を
左
記
ま

で
郵
送
も
し
く
は
持
参
。

【
面
接
】

■時 
9
月
　
日
我
・
午
前
　
時
～
（
予

19

10

定
）。

■場 
市
役
所
会
議
棟
2
0
1
会
議
室
。

※
合
否
は
、
面
接
終
了
後
に
個
別
に

連
絡
し
ま
す
。

■問 
市
民
税
課
市
民
税
班
（
〒
2
7
0

―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4

―
2
・
緯
内
線
3
1
8
）。

パ
ー
ト
職
員

　
平
成
　
年
度
震
災
等
緊
急
雇
用
対

24

応
事
業
と
し
て
、
特
定
外
来
生
物
ア

ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
・
有
害
獣
の

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
な
ど
に
よ
る
有
害

獣
調
査
捕
獲
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、

従
事
者
を
募
集
し
ま
す
。

胸
雇
用
期
間
…
　
月
1
日
～
平
成
　

10

25

年
3
月
　
日
（
週
3
日
～
5
日
の

31

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
）。

■対 
被
災
求
職
者
お
よ
び
平
成
　
年
3

23

月
　
日
以
降
の
離
職
者
が
対
象
（
要

11
運
転
免
許
）。

■定 
4
人
。

胸
賃
金
…
時
給
8
3
0
円
（
交
通
費

支
給
）。

【
面
接
】

■時 
9
月
　
日
俄
・
午
前
9
時
～
。

24

※
募
集
案
内
は
、
左
記
お
よ
び
各
支

所
・
出
張
所
の
窓
口
で
配
布
（
休
日
、

休
館
日
を
除
く
）。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

■問 
総
務
課
人
事
職
員
班
（
〒
2
7
0

―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4

―
2
・
緯
内
線
4
3
4
）。

保
育
園
非
常
勤
職
員
（
登
録
制
）

【
保
育
士
】

胸
勤
務
時
間
…
平
日
・
午
前
7
時
～

午
後
7
時
、
土
曜
日
・
午
前
7
時
～

午
後
5
時
の
間
で
、

臼
一
日
7
・
5
時
間
程
度
、
渦
一
日

6
時
間
程
度
、
週
　
時
間
未
満
、

20

嘘
午
前
7
時
～
9
時
　
分
、
午
後
4

30

時
～
7
時
の
延
長
保
育
時
間
。

※
園
の
状
況
に
よ
り
勤
務
時
間
が
多

少
異
な
り
ま
す
。

胸
勤
務
場
所
…
市
立
保
育
園
。

胸
業
務
内
容
…
保
育
に
関
す
る
こ
と
。

■対 
健
康
で
保
育
の
仕
事
に
情
熱
を
持

つ
　
歳
未
満
で
保
育
士
の
資
格
を
有

65
す
る
人
。

胸
賃
金
…
保
育
士
1
街
0
2
0
円
。

※
通
勤
手
当
有
り
。

■申 
履
歴
書
（
自
筆
で
写
真
張
り
付

け
）
と
、
資
格
証
明
書
の
写
し
を
左

記
ま
で
。

■問 
保
育
課
保
育
班
（
緯
内
線
2
2

れ
ば
、
ど
ん
な
小
さ
な
仕
事
で
も
依

頼
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
人
手
が

必
要
と
な
っ
た
と
き
な
ど
、
1
時
間

単
位
で
ご
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
印
西
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
内
・
緯

碓45 
0
4
6
8
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w

.sjc.n
e
.jp
/in
zai/

）。

介
護
支
援
専
門
員
（
任
期
付
職
員
）

　
市
で
は
、
任
期
付
の
介
護
支
援
専

門
員
を
募
集
（
登
録
選
考
）
し
ま
す
。

胸
勤
務
開
始
日
…
　
月
1
日
牙
～
。

11

胸
勤
務
時
間
…
週
5
日
平
日
の
み

（
1
日
6
時
間
）。

胸
勤
務
場
所
…
市
役
所
（
大
森
）。

■対 
次
の
①
～
③
の
全
て
を
満
た
す
人
。

①
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有
す

る
人
。
②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を

取
得
し
て
い
る
人
。
③
地
方
公
務
員

法
第
　
条
（
欠
格
条
項
）
の
各
号
の

16

い
ず
れ
か
に
該
当
し
な
い
人
。

■定 
1
人
。

胸
給
料
…
1
6
4
街
7
4
8
円
（
そ

の
ほ
か
通
勤
手
当
、
時
間
外
手
当
、

期
末
手
当
を
条
例
に
基
づ
き
支
給
）。

胸
選
考
方
法
…
書
類
審
査
・
面
接
試

験
。

■申 
9
月
　
日
画
ま
で
に
、
印
西
市
任

14

期
付
職
員
採
用
選
考
申
込
書
（
必
要

事
項
を
記
入
し
、
写
真
張
り
付
け
）

を
左
記
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
（
郵

送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
、
持
参

の
場
合
は
、
平
日
・
午
前
8
時
　
分
30

～
午
後
5
時
　
分
）。

15

平成２４年（２０１２）９月１日号（８）

パート衛

募
集

就業構造基本調査に
ご協力をお願いします

　総務省統計局では、10月1日現
在で就業構造基本調査を実施しま
す。
　この調査は、国民のふだんの就
業・不就業の状態を詳細に把握す
ることにより、雇用政策を始め経
済政策などに必要な基礎資料を得
ることを目的に実施します。
　9月上旬から調査員が調査世帯
に伺いますので、調査の趣旨をご
理解いただき、調査票へのご記入
をお願いします。
■問 市情報管理課文書統計班（緯内
線591・592）、千葉県総合企画部
統計課（緯043―223―2223）。

か
ら
の
月
割
り
計
算
と
な
り
ま
す
。

※
印
西
市
・
白
井
市
以
外
の
市
区
町

村
に
転
出
さ
れ
た
と
き
の
管
理
料
は
、

7
街
5
6
0
円
で
す
。

【
必
要
な
申
請
書
類
】

臼
印
西
霊
園
墓
所
公
募
申
込
書
お
よ

び
印
西
霊
園
使
用
許
可
申
請
書

※
い
ず
れ
も
市
ク
リ
ー
ン
推
進
課
、

印
旛
支
所
・
本
埜
支
所
の
地
域
づ
く

り
課
で
配
布
。

渦
申
請
者
の
住
民
票

※
最
新
の
内
容
か
つ
発
行
日
よ
り
3

カ
月
以
内
の
も
の
で
、
世
帯
全
員
の

本
籍
・
続
き
柄
が
記
載
さ
れ
て
い
る

住
民
票
で
あ
る
こ
と
。

嘘
火
葬
許
可
証
の
原
本

※
持
っ
て
い
る
人
の
み
持
参
。

碓伺 
申
請
の
例

噛
焼
骨
を
お
持
ち
の
人
…
申
請
書
類

臼
渦
嘘
が
必
要
。

噛
焼
骨
を
お
持
ち
で
な
い
人
…
申
請

書
類
臼
渦
が
必
要
。

■申 
9
月
　
日
峨
～
平
成
　
年
3
月
　

18

25

29

日
画
・
午
前
9
時
～
午
後
5
時
に
、

左
記
問
い
合
わ
せ
先
へ
郵
送
ま
た
は

持
参
（
先
着
順
）。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
年
末

年
始
を
除
く
。

■問 
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合
・

平
岡
自
然
公
園
事
業
推
進
課
（
〒
2

7
0
―
1
3
2
4
・
印
西
市
平
岡
1

5
2
4
―
1
印
西
霊
園
管
理
事
務
所

内
・
緯
碓42 
0
0
9
5
・
■ＨＰ h

ttp
://

w
w
w
.in
k
an
-jk
.o
r.jp

）。

す
。
同
一
世
帯
で
複
数
の
人
が
申
請

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
平
成
　
年
度
に
募
集
す
る
墓
所
の

24

基
数
お
よ
び
種
類
】

胸
芝
生
墓
地
…
2
2
0
基
。

胸
2
次
募
集
の
基
数
…
1
1
4
基

（
平
成
　
年
8
月
　
日
現
在
）。

24

15

※
残
基
数
1
1
4
基
の
申
請
が
あ
っ

た
時
点
で
平
成
　
年
度
の
募
集
は
終

24

了
し
ま
す
。
た
だ
し
、
現
に
焼
骨
を

所
有
し
墓
地
へ
埋
蔵
し
て
い
な
い
人

は
1
1
4
基
を
超
え
て

も
平
成
　
年
3
月
　
日

25

29

画
ま
で
申
請
を
受
け
付

け
し
ま
す
（
印
西
霊
園

2
期
工
事
完
了
総
基
数

8
1
6
基
）。

■費 
次
の
と
お
り
（
い
ず

れ
も
1
墓
所
3
愛
分
）。

胸
墓
所
使
用
料
…
3
2

5
街
5
0
0
円
。

胸
管
理
料
…
年
額
5
街

0
4
0
円
。

※
墓
所
使
用
料
に
墓
碑

な
ど
は
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。

※
年
度
の
中
途
で
使
用

許
可
を
受
け
た
と
き
の

管
理
料
に
つ
い
て
は
、

使
用
許
可
を
受
け
た
月

■対 
印
西
市
・
白
井
市
に
引
き
続
き
1

年
以
上
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
現
に
焼
骨

を
所
有
し
墓
地
へ
埋
蔵
し
て
い
な
い

人
（
5
月
1
日
か
ら
募
集
継
続
中
）。

焼
骨
を
ほ
か
の
墓
地
へ
埋
蔵
ま
た
は

納
骨
堂
へ
収
蔵
し
て
い
る
人
、
お
よ

び
焼
骨
を
所
有
し
て
い
な
い
人
。

※
す
で
に
印
西
霊
園
の
使
用
許
可
を

受
け
て
い
る
人
は
、
申
請
不
可
。

※
申
請
は
1
世
帯
に
つ
き
1
墓
所
で

平
成
　
年
度
印
西
霊
園
墓
所
の

24

第
2
次
募
集
を
開
始

9月18日峨
から

胸印西霊園内の案内図胸
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

配
布
。

■問 
市
水
泳
協
会
・
岩
切
（
〒
2
7
0

―
1
3
5
6
小
倉
台
3
―
1
―
1
7

―
2
0
6
、
■携 
0
9
0
―
4
9
4
9

―
6
0
1
4
）、
小
東
（
■携 
0
9
0
―

4
7
3
3
―
7
3
2
3
）・
■メール in

zai
_sw
im
@
y
ah
o
o
.co
.jp

）。

第
　
回
市
民
空
手
道
大
会

24
■時 
　
月
　
日
華
・
午
前
9
時
　
分
～

11

23

30

（
受
け
付
け
は
9
時
～
）。

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
（
浦

部
）。

■対 
市
内
在
住
で
平
成
　
年
度
ス
ポ
ー

24

ツ
安
全
保
険
加
入
者
。
一
般
の
部
は

高
校
生
以
上
。

胸
種
目
…
幼
年
・
小
学
生
・
中
学
生
・

一
般
（
型
・
組
手
）。

※
参
加
人
数
に
よ
り
変
更
あ
り
。

胸
試
合
規
定
…
全
日
本
空
手
道
連
盟

の
空
手
競
技
規
定
を
準
用
。
一
部
、

印
西
市
空
手
道
連
盟
競
技
規
定
に
よ

る
。

胸
試
合
方
法
…
型
・
組
手
の
個
人
戦

に
よ
る
得
点
制
。

■費 
2
街
0
0
0
円
。

■申 
9
月
　
日
画
ま
で
に
左
記
へ
メ
ー

28

ル
。
参
加
費
は
現
金
書
留
で
左
記
へ
。

■問 
印
西
市
空
手
道
連
盟
・
大
河
原
昭

司
（
〒
2
7
0
―
1
3
5
6
印
西
市

小
倉
台
1
―
1
―
S
P
―
1
8
0

4
・
緯
碓47 
2
3
4
0
・
■メール in

zaik
a

rate
d
o
u
re
n
m
e
i@
y
ah
o
o
.c

o
.jp

）。

第
3
回
印
西
市
民
空
手
道
教
室

■時 
　
月
　
日
臥
、　
日
蚊
、　
月
4

10

13

14

11

日
蚊
・
い
ず
れ
も
午
後
3
時
～
5
時
。

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
武
道
場
。

■対 
市
内
在
住
者
。
運
動
の
で
き
る
服

装
。

■定 
　
人
。

50
■費 
無
料
。

■申 
当
日
会
場
で
。

■問 
空
手
道
連
盟
・
大
河
原
（
緯
碓47 
2

3
4
0
）。

秋
季
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

■時 
9
月
9
日
蚊
・
午
前
8
時
　
分
～

30

（
受
け
付
け
は
8
時
～
）。

※
予
備
日
は
9
月
　
日
蚊
。

16

■場 
東
京
電
機
大
学
平
岡
グ
ラ
ウ
ン
ド
。

■対 
市
内
在
住
者
ま
た
は
在
勤
者
で
構

成
す
る
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
お
よ
び
協
会

加
盟
チ
ー
ム
。
そ
の
ほ
か
各
人
で
傷

害
保
険
に
加
入
し
て
い
る
市
内
在
住

ま
た
は
在
勤
の
個
人
。

■費 
チ
ー
ム
5
街
0
0
0
円
。
た
だ
し
、

協
会
加
盟
チ
ー
ム
は
3
街
0
0
0
円
、

個
人
2
0
0
円
。

■申 
電
話
で
左
記
へ
。

■問 
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
・
佐
々
木

（
緯
碓42 
1
0
3
0
）、
原
山
（
緯
碓47 
1

8
4
6
）。

市
民
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

怯
第
　
回
団
体
戦

19

■時 
【
1
～
3
部
】
9
月
　
日
華
、【
4

22

部
】　
日
蚊
・
い
ず
れ
も
午
前
8
時

23

　
分
～
（
受
け
付
け
は
8
時
～
）。

30■場 
松
山
下
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
牧

の
原
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
本
埜
ス

ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
印

旛
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
萩
原

■費 
1
ペ
ア
2
街
0
0
0
円
（
未
加
盟

者
は
加
盟
費
一
人
5
0
0
円
を
加

算
）。

■申 
9
月
　
日
臥（
必
着
）ま
で
に
、
申

15

込
書
（
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
で

配
布
）
に
参
加
費
を
添
え
て
、
現
金

書
留
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
・
齊
藤
輝
一

（
〒
2
7
0
―
1
3
2
6
印
西
市
木

下
1
3
4
1
―
1
・
■ＨＰ h

ttp
://sp

o
rts.g

e
o
citie

s.jp
/in
zaitc

/

）。
印
西
市
青
少
年
剣
道
大
会

■時 
9
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
～
。

30

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
（
浦

部
）。

■対 
市
内
在
住
者
ま
た
は
市
内
の
剣
道

団
体
に
所
属
す
る
小
・
中
学
生
。
大

会
会
長
が
参
加
招
請
す
る
中
学
校
剣

道
部
員
。

■費 
一
団
体（
校
）1
街
5
0
0
円
、
個

人
一
人
4
0
0
円
（
当
日
徴
収
）。

■申 
9
月
8
日
臥（
必
着
）ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
へ
。

■問 
剣
友
連
合
会
・
武
藤
（
緯
碓42 
6
2

9
4
、
胃
碓42 
0
0
8
2
・
■メール y

-k
ik

u
o
.m
u
to
u
＠
k
x
f.b
ig
lo
b
e
.

n
e
.jp

）。

印
西
オ
ー
プ
ン
水
泳
大
会
2
0
1
2

（
第
　
回
印
西
市
民
水
泳
大
会
）

16
■時 
　
月
4
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

11

30

（
開
場
は
8
時
　
分
～
）。

30

■場 
温
水
セ
ン
タ
ー
（
大
塚
）。

■対 
小
学
生
以
上
で
　
斡
泳
げ
る
健
康

25

な
人
。

■定 
4
0
0
人
。

■費 
1
種
目
に
つ
き
小
・
中
学
生
4
0

0
円
、
一
般
8
0
0
円
、
リ
レ
ー
4

0
0
円
。

■申 
9
月
　
日
蚊
ま
で
に
左
記
へ
（
先

30

着
順
）。

※
申
込
用
紙
・
大
会
要
項
は
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
、
各
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
、

温
水
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
受
け
付
け
で

（９）平成２４年（２０１２）９月１日号

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
平
賀
学
園
台

緑
地
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
。

■対 
市
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
加
盟
団
体
お

よ
び
市
内
で
活
動
す
る
団
体
。

■定 
　
チ
ー
ム
。

32
■費 
連
盟
加
盟
団
体
1
チ
ー
ム
5
街
0

0
0
円
（
加
盟
団
体
内
に
未
加
盟
者

が
い
る
場
合
は
1
人
5
0
0
円
を
加

算
）。
未
加
盟
団
体
1
チ
ー
ム
3
0

街
0
0
0
円
。

■他 
9
月
　
日
蚊
・
午
後
7
時
か
ら
松

16

山
下
公
園
総
合
体
育
館
で
、
ド
ロ
ー

会
議
を
開
催
し
ま
す
。
代
表
者
は
必

ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

■申 
9
月
　
日
画（
必
着
）ま
で
に
、
申

14

込
書
（
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
で

配
布
）
に
参
加
費
を
添
え
て
、
現
金

書
留
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

※
連
盟
加
盟
団
体
は
メ
ー
ル
で
も
受

け
付
け
ま
す
。

怯
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
（
一
般
・

シ
ニ
ア
）

■時 
　
月
　
日
蚊
、　
日
蚊
・
い
ず
れ

10

14

21

も
午
前
9
時
～
（
受
け
付
け
は
8
時

　
分
～
）。

30■場 
松
山
下
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
牧

の
原
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
。

■対 
市
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
加
盟
者
。
未

加
盟
者
は
連
盟
に
加
盟
す
れ
ば
参
加

可
。
シ
ニ
ア
の
部
は
ペ
ア
の
合
計
年

齢
が
1
1
0
歳
以
上
。

怯
ゴ
ス
ペ
ル
無
料
体
験
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

　
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
唯
一
の
ゴ

ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ヤ
ー〝T

ru
e
H
e
a

rts
o
f
P
ra
ise
!

〟
の
無
料
体
験

レ
ッ
ス
ン
。

　
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■時 
9
月
8
日
臥
・
午
前
　
時
～
　
時

10

11

　
分
。

50■場 
千
葉
北
総
教
会
（
印
西
市
草
深
天

王
脇
1
1
3
9
―
7
）。

噛
講
師
…R

ay
D
L
e
w
is

（
米
国

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
出
身
）。

■対 
高
校
生
以
上
。
性
別
・
経
験
は
不

問
。

■申 
前
日
ま
で
に
、
電
話
か
メ
ー
ル
で

左
記
へ
。

■問 
担
当
・
 土
生
 （
■携 
0
9
0
―
7
9

は

ぶ

8
9
―
4
4
7
9
・
■メール ray

d
_an
d

_
tru
e
p
raise

@
y
ah
o
o
.co
.j

p

）。
怯
大
震
災
被
災
者
支
援
　
稲
刈

り
祭
り
概

　
参
加
費
は
義
援
金
と
し
て
被
災
地

へ
送
り
ま
す
。

　
昼
食
は
ア
カ
ガ
エ
ル
の
里
無
農
薬

米
を
食
材
に
、
い
ん
ば
学
舎
オ
ソ
ロ

ク
倶
楽
部
の
み
な
さ
ん
が
ご
馳
走
を

提
供
し
ま
す
。

　
い
ん
ば
学
舎
オ
ソ
ロ
ク
倶
楽
部
・

い
に
は
野
ア
カ
ガ
エ
ル
の
里
を
守
る

会
共
催
。

■時 
9
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
。

15

10

■場 
集
合
…
北
総
線
印
旛
日
本
医
大
前
。

■定 
　
人
。

20
■費 
5
0
0
円
。

■申 
電
話
で
左
記
へ
。

■問 
い
ん
ば
学
舎
オ
ソ
ロ
ク
倶
楽
部
・

田
中
（
緯
碓98 
1
1
6
8
・
午
後
6
時

～
9
時
）。

怯
俳
句
教
室

　
印
西
の
美
し
い
自
然
を
、
俳
句
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■問 
千
葉
県
立
印
旛
特
別
支
援
学
校

（
緯
碓98 
2
2
0
0
・
胃
碓98 
0
9
6

9
）。

怯
太
極
拳
無
料
講
習
会

■時 
9
月
9
日
蚊
、　
日
峨
、　
日

11

23

蚊
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

■他 
体
操
の
で
き
る
服
装
、
運
動
靴
。

■申 
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■問 
加
藤
（
緯
碓97 
3
7
1
4
）。

怯
障
害
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

教
室

■時 
毎
週
月
～
木
曜
日
・
午
前
　
時
～

10

午
後
5
時
。

※
常
設
の
自
由
参
加
型
な
の
で
、
都

合
の
良
い
時
間
で
。

■場 
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
フ
ォ
レ

ス
ト
（
高
花
）。

■対 
原
則
と
し
て
、
障
害
者
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人
。

■他 
自
力
で
通
え
な
い
人
や
外
出
が
困

難
な
人
に
は
、
送
迎
・
出
張
・
遠
隔

操
作
講
習
あ
り
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
中
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
特
定
非
営
利
活
動
法
人
フ
ォ
レ
ス

ト
（
緯
碓33 
6
7
5
5
・
■メール n

p
o
fo
r

e
st@
g
m
ail.co

m

）。

怯
く
ぼ
た
ま
さ
と
さ
ん
と
作
っ

て
あ
そ
ぼ
う
概

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｅ
テ
レ
で
お
な
じ
み
の
、

く
ぼ
た
ま
さ
と
さ
ん
に
よ
る
工
作

シ
ョ
ー
と
工
作
教
室
で
す
。

■時 
　
月
1
日
俄
・
①
午
後
3
時
～
3

10
時
　
分
、
②
午
後
5
時
～
5
時
　
分
。

40

50

■場 
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
イ
オ
ン
モ
ー
ル

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
3
階
）。

■内 
①
幼
児
向
き
の
工
作
シ
ョ
ー
、
②

小
学
校
1
年
生
程
度
の
工
作
教
室
。

■対 
①
0
歳
～
大
人
、
②
3
歳
～
大
人
。

※
必
ず
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■費 
2
歳
以
上
一
人
1
街
0
0
0
円
。

■問 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ん
ざ
い
子
ど
も
劇

場
（
緯
／
胃
碓46 
6
2
8
7
・
■メール n

p
o

in
zaik
o
d
o
m
o
@
m
ail.g

o
o
.

n
e
.jp

）。

■時 
9
月
2
日
蚊
、　
月
7
日
蚊
・
午

10

後
1
時
　
分
～
3
時
　
分
。

30

30

■場 
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
（
木
刈
）。

■内 
俳
句
の
実
作
と
鑑
賞
（
俳
句
の
作

り
方
と
楽
し
み
方
）。

■費 
無
料
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
鈴
木
（
緯
0
4
3
―
4
8
7
―
8

2
3
3
）、
小
中
（
緯
0
4
7
―
4
7

7
―
4
9
6
3
）。

※
い
ず
れ
も
午
後
7
時
～
　
時
に
連

10

絡
を
。

怯
国
際
囲
碁
を
習
得
し
よ
う

　
初
歩
か
ら
個
人
指
導
、
国
際
戦
で

遅
れ
を
取
ら
な
い
英
語
の
九
九
を
身

に
付
け
て
、
一
局
の
正
否
を
見
極
め

る
。

■時 
毎
週
日
曜
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■費 
5
0
0
円
（
賛
助
会
費
半
年
分
）。

■問 
北
総
囲
碁
・
中
西
（
緯
碓37 
7
4
2

3
）。

怯
「
印
西
音
頭
」
編
曲
者
募
集

　
市
内
在
住
・
在
職
の
人
で
、
正
調

印
西
音
頭
を
、
若
い
人
た
ち
に
も
受

け
入
れ
や
す
い
よ
う
に
編
曲
で
き
る

人
を
募
集
し
ま
す
（
ジ
ャ
ン
ル
問
わ

ず
）。

※
「
印
西
音
頭
」
の
C
D
を
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
サ
ザ
ン
プ
ラ
ザ
、

フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
、
船
尾
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
あ

り
ま
す
。

■申 
　
月
　
日
画
ま
で
に
左
記
へ
。

11

30

■問 
印
西
音
頭
保
存
会
・
浅
野
（
緯
碓97 

1
2
9
1
）。

怯
県
立
印
旛
特
別
委
支
援
学
校
・

学
校
公
開

　
多
く
の
人
に
学
校
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
学
校
の
説
明
・
施
設
見

学
・
授
業
参
観
を
公
開
し
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
俄
・
午
前
9
時
　
分
～

24

50

正
午
。

■場 
印
旛
特
別
支
援
学
校
（
平
賀
）。

■申 
9
月
　
日
画
ま
で
に
電
話
・
F
A

14

X
で
左
記
へ
。

ス
ポ
ー
ツ

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　10月８日華は体育の日
を記念して、市民（在勤・
在学含む）を対象に、市内スポーツ施設の無料開
放をします。利用する場合は、印西市公共施設
予約システムによる、予約となります。

怯「スポーツフェス201２」も
　　　　　　松山下公園で同時開催
　見る・体験する・チャレンジする・キッズな
ど、多くの催しを予定しています。
※詳しくは9月15日号で。
■問 スポーツ振興課振興班（松山下公園総合体育
館内・緯碓42 8417）。

スポーツ施設
　を無料開放

“スポーツの秋”へむけて



印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

を
支
給
で
き
る
人
）
は
、
平
成
　
年
23

9
月
　
日
時
点
で
印
西
市
か
ら
子
ど

30

も
手
当
の
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い

る
人
に
限
ら
れ
ま
す
。
平
成
　
年
　

23

10

月
1
日
以
降
に
出
生
・
転
入
さ
れ
た

人
は
申
請
を
し
た
翌
月
か
ら
の
支
給

さ
れ
ま
す
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
緯

内
線
2
4
5
・
2
4
8
）。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
で

「
裁
判
所
か
ら
の
保
護
命
令
」
が

出
さ
れ
た
人
に
も
児
童
扶
養
手
当
が

　
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
に
、

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
で
「
裁

判
所
か
ら
の
保
護
命
令
」
が
出
さ
れ

た
場
合
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
要
件
に
該
当
し
、
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。
申
請
者
の
状
況
に
よ

り
、
必
要
な
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、

申
請
す
る
前
に
必
ず
子
育
て
支
援
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
緯

内
線
2
4
2
）。

地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基
金
事
業

第
3
回
「
心
の
健
康
市
民
講
座
」

①
印
西
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
編

　
心
の
病
を
抱
え
る
人
、
生
活
の
し

づ
ら
さ
を
感
じ
る
人
、
そ
の
家
族
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
身
近
な
相
談
者

と
し
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
～
正
午
。

25

10

■内 
講
演
「
今
、
地
域
で
必
要
と
さ
れ

て
い
る
サ
ポ
ー
ト
と
は
？
」。

噛
講
師
…
四
方
田
清
氏
（
順
天
堂
大

学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
准
教
授
）。

②
家
族
の
た
め
の
学
習
会

　
市
で
は
、
精
神
障
害
・
発
達
障
害

を
抱
え
る
家
族
に
、
障
害
・
疾
病
の

正
し
い
知
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
よ
り
、
家
族
が
自
信
を
持
っ
て
症

状
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
学
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
峨
・
午
後
2
時
～
4
時
。

25

■内 
講
演
「
家
族
が
で
き
る
サ
ポ
ー
ト

と
家
族
が
受
け
る
サ
ポ
ー
ト
」。

噛
講
師
…
四
方
田
清
氏
（
順
天
堂
大

学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
准
教
授
）。

①
②
共
通

■場 
市
役
所
3
階
大
会
議
室
（
大
森
）。

■費 
無
料
。

■申 
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
を
明
記
し
、

電
話
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
ま
で

（
後
日
申
込
用
紙
を
送
付
）。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
・
胃
碓42 
0
3
8
1
）。

印
西
市
デ
イ
ケ
ア
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　「
心
の
い
ず
み
」

■時 
■場 
■内 
■他 
左
表
の
と
お
り
。

■対 
心
の
病
気
で
悩
ん
で
い
る
人
と
そ

の
家
族
な
ど
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
）。

今
か
ら
で
き
る
将
来
の
備
え

～
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

　
　
　
　
生
活
す
る
た
め
に
～

■時 
9
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
　
分
～

29

10

30

　
時
　
分
（
受
け
付
け
は
　
時
～
）。

12

30

10

■場 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
竹
袋
）。

■内 
第
一
部
「
受
任
者
か
ら
聞
く
、
成

年
後
見
、
任
意
後
見
制
度
」。

※
成
年
後
見
、
任
意
後
見
受
任
者
が

制
度
の
概
要
と
活
用
法
を
分
か
り
や

す
く
お
話
し
ま
す
。

噛
講
師
…
三
浦
俊
男
氏
、
大
石
素
広

氏
（
N
P
O
法
人
千
葉
県
成
年
後
見

支
援
セ
ン
タ
ー
会
員
）。

　
第
二
部
「
誰
で
も
で
き
る
地
域
で

取
り
組
む
筋
力
強
化
」。

※
理
学
療
法
士
が
、
お
も
り
を
使
っ

た
筋
力
強
化
運
動
を
紹
介
。
座
っ
て

で
き
る
簡
単
な
運
動
で
す
。
動
き
や

す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■対 
市
内
在
住
の
市
民
。

■対 
　
人
。

50
■費 
無
料
。

■申 
9
月
　
日
画
ま
で
に
左
記
ま
で

21

（
先
着
順
）。

■問 
介
護
福
祉
課
印
西
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
緯
碓42 
2
9
2
2
）。

平
成
　
年
度
原
爆
被
爆
二
世

24

　
　
　
　
　
健
康
診
断
を
実
施

　
県
で
は
、
原
爆
被
爆
二
世
に
対
す

る
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■対 
原
爆
被
爆
者
の
実
子
で
、
県
内
に

住
所
を
有
し
、
受
診
を
希
望
す
る
人
。

■時 
7
月
1
日
～
平
成
　
年
2
月
　
日
。

25

28

■申 
平
成
　
年
1
月
　
日
（
必
着
）
ま

25

31

で
に
、
受
診
を
希
望
す
る
人
の
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
・
被
爆
者
で
あ
る
親
の
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
被
爆
者
健

康
手
帳
番
号
を
明
記
し
、
左
記
へ
郵

送
（
受
診
書
な
ど
は
後
日
送
付
）。

※
検
査
の
種
類
に
よ
っ
て
は
一
部
自

己
負
担
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■問 
千
葉
県
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
指

導
課
援
護
恩
給
室
（
〒
2
6
0
―
8

6
6
7
千
葉
市
中
央
区
市
場
町
1
―

1
・
緯
0
4
3
―
2
2
3
―
2
3
4

9
）。

高
齢
者
雇
用
支
援
の
助
成
金
・

奨
励
金
を
支
給

　
千
葉
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
高
年
齢
者
な
ど
の
雇

用
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

事
業
主
の
人
や
事
業
主
団
体
に
雇
用

安
定
事
業
に
基
づ
く
助
成
金
・
奨
励

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

【
助
成
金
・
奨
励
金
】

▼
中
小
企
業
定
年
引
き
上
げ
等
奨
励

金
▼
高
年
齢
者
職
域
拡
大
等
助
成
金

▼
高
年
齢
者
労
働
移
動
受
入
企
業
助

成
金
。

※
市
介
護
福
祉
課
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

配
布
。

■問 
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求

職
者
雇
用
支
援
機
構
千
葉
高
齢
・
障

害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒
2
6

1
―
0
0
0
1
千
葉
市
美
浜
区
幸
町

1
―
1
―
3
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
千
葉
5

F
・
緯
0
4
3
―
2
0
4
―
2
9
0

1
・
胃
0
4
3
―
2
0
4
―
2
9
0

4
）。

中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
た
め
の

「
手
話
学
習
」
と
「
手
話
サ
ロ
ン
」

【
手
話
学
習
】

■時 
9
月
1
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
佐
倉
市
中
央
公
民
館
。

噛
講
師
…
印
西
市
聴
覚
障
害
者
協
会
。

■内 
話
し
手
の
言
葉
を
要
約
し
て
書
き

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
す
要
約
筆
記
で
聞

こ
え
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■費 
初
参
加
時
の
み
テ
キ
ス
ト
代
1
街

0
0
0
円
。

【
手
話
サ
ロ
ン
】

　
知
っ
て
い
る
手
話
を
使
い
な
が
ら

の
座
談
会
で
す
。

■時 
9
月
　
日
画
・
午
後
1
時
　
分
～

21

30

4
時
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
。

■内 
隣
席
で
話
手
の
言
葉
を
要
約
し
て

書
く
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
で
、
聞
こ
え
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■費 
無
料
。

■対 
い
ず
れ
も
耳
の
不
自
由
な
人
以
外

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■申 
い
ず
れ
も
申
し
込
み
は
不
要
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
N
P
O
千
葉
県
中
途
失
聴
者
・
難

聴
者
協
会
 印
旛
香
取
事
務
所
・
板
倉

（
■携 
0
9
0
―
5
3
0
2
―
0
3
8

5
・
胃
0
4
3
―
4
4
4
―
0
2
9

8
）。

千
葉
県
第
4
回
オ
ス
ト
メ
イ
ト

　
　
　
社
会
適
応
訓
練
講
習
会

■時 
9
月
　
日
華
・
午
後
1
時
～
4
時
。

22

■場 
千
葉
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
千

葉
市
）。

【
講
演
】

臼
「
術
後
5
年
未
満
の
オ
ス
ト
メ
イ

ト
が
気
を
つ
け
る
こ
と
」。

お
忘
れ
で
は
な
い
で
す
か
？

児
童
（
子
ど
も
）
手
当
の
手
続
き

臼
平
成
　
年
度
児
童
手
当
等
現

24

況
届
の
提
出

　
現
況
届
は
、
市
で
6
月
1
日
現
在

の
状
況
を
調
べ
、
児
童
手
当
を
引
き

続
き
受
け
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

　
該
当
者
に
は
、
6
月
1
日
に
普
通

郵
便
で
書
類
を
送
付
し
ま
し
た
。
現

況
届
が
未
提
出
の
場
合
、
6
月
以
降

の
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
未
提
出
の
人
は
添

付
書
類
と
と
も
に
早
急
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

渦
平
成
　
年
　
月
か
ら
の
子
ど

23

10

も
手
当
の
申
請

　
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る

特
別
措
置
法
に
よ
り
、
平
成
　
年
　

23

10

月
か
ら
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
9
月
分
ま
で
の
子
ど
も

23

手
当
を
市
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
た
人

も
、　
月
以
降
の
子
ど
も
手
当
の
新

10

規
申
請
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

当
初
、
申
請
期
間
は
平
成
　
年
3
月

24

末
ま
で（
経
過
措
置
）で
し
た
が
、
法

律
の
改
正
に
よ
り
現
在
は
9
月
末
ま

で
に
延
長
（
経
過
措
置
の
延
長
）
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
2
月
以
降
、
子
ど
も
手

24

当
の
振
り
込
み
が
確
認
で
き
な
い
人

は
、
9
月
中
に
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
（
今
回
の
期
限
は
延
長
の
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
）。

※
経
過
措
置
の
対
象
（
さ
か
の
ぼ
っ

て
昨
年
の
　
月
分
か
ら
子
ど
も
手
当

10

平成２４年（２０１２）９月１日号（１０）

パート詠

福
祉

胸心のいずみ日程表胸
持ち物など内容会場日時

飲み物などミーテイング
制作活動

総合福祉
センター（竹袋）

９月７日画、９月１４日
画午前10時～正午

軽装／上履き
（スリッパ不可）運動松山下公園

総合体育館（浦部）
９月２１日画・
午前10時～午後1時

エプロン・ふきん
実費500円程度調理実習高花保健福祉

センター（高花）
９月２８日画
午前10時～午後1時

噛
講
師
…
渡
邊
敏
氏
（
千
葉
県
が
ん

セ
ン
タ
ー
緩
和
医
療
科
部
長
）。

渦
「
ス
ト
ー
マ
の
変
化
と
ス
ト
ー
マ

装
具
に
つ
い
て
」。

噛
講
師
…
神
代
尚
子
氏
（
千
葉
県
が

ん
セ
ン
タ
ー
看
護
部
皮
膚
・
排
泄
ケ

ア
認
定
看
護
師
）。

【
相
談
会
】

　
補
装
具
お
よ
び
オ
ス
ト
メ
イ
ト
関

連
製
品
の
メ
ー
カ
ー
、
販
売
店
を
交

え
て
相
談
・
情
報
交
換
会
。

■対 
県
内
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
お
よ
び
そ

の
ご
家
族
、
医
療
関
係
者
ほ
か
。

■費 
い
ず
れ
も
無
料
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
公
益
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
千
葉
県
支
部
千
葉
県
オ
ス
ト

ミ
ー
協
会
事
務
所
（
緯
0
4
3
―
3

0
9
―
7
5
7
1
・
胃
0
4
3
―
3

0
9
―
7
5
7
2
）。

※
月
、
火
、
金
曜
日
・
午
前
　
時
～

10

午
後
5
時
の
み
。

　聞こえない人から直接”生きた手話”を習う、2回連
続講座です。手話を覚えて、簡単な会話ができるまで
を目指します。
■時 ①10月13日、27日②11月10日、17日③11月
24日、12月1日の土曜日・いずれも午前10時～正午（受
け付けは9時45分～）。
■場 ①ふれあいセンターいんば②中央駅前地域交流館③
ふれあい文化館。
■内 手話のあいさつ、名前、趣味、住所、コミニュケー
ション方法など。
噛講師…印西市視覚障害者協会。
■定 各会場とも20人（中学生以上）。
■申 9月3日俄から電話またはFAXで下記まで（先着順）。
※人数に余裕がある場合は当日の申し込み可能。
■問 社会福祉課生涯福祉課（緯内線269・胃碓42 0381）。

手話の体験講手話の体験講座座
～手話は目で見る言葉～手話は目で見る言葉～～

路
上
駐
車
・
放
置
自
転
車
は
、
人
や
車
の
通
行

を
妨
げ
、
迷
惑
と
な
る
の
で
、
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

■問 
市
民
安
全
課
市
民
安
全
班
（
緯
内
線
7
1
2
）。
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

く
だ
さ
い
。

■時 
毎
週
火
曜
日
・
午
前
9
時
　
分
～

30

午
後
4
時
。

■場 
市
役
所
社
会
福
祉
課
。

【
就
労
支
援
相
談
員
が
お
手
伝

い
を
す
る
内
容
】

▼
障
害
の
あ
る
人
で
働
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
の
相
談
。

▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
社
会
福
祉
施
設
、

特
別
支
援
学
校
と
の
連
携
。

▼
就
労
希
望
者
、
就
労
者
と
の
連
絡

調
整
（
訪
問
同
行
な
ど
）。

※
定
期
相
談
日
以
外
に
相
談
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
9
）。

土
地
家
屋
調
査
士
登
記
相
談

　
土
地
境
界
問
題
、
土
地
分
筆
、
建

物
新
築
の
登
記
な
ど
。

■時 
9
月
　
日
我
・
午
前
9
時
～
正
午
。

12

■場 
法
務
局
佐
倉
支
局
・
成
田
出
張
所
。

■問 
千
葉
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
印
旛

支
部
・
山
﨑
（
緯
0
4
3
―
4
8
6

―
4
0
8
7
）。

を
受
け
た
人
。

■定 
実
施
日
ご
と
に
先
着
4
件
程
度
。

■費 
無
料
。

■申 
申
込
期
限
は
左
上
表
を
参
照
（
特

殊
構
造
・
規
模
の
建
築
物
は
二
週
間

前
が
締
め
切
り
）。
そ
れ
ぞ
れ
の
期

限
ま
で
に
左
記
ま
で
。

■問 
建
築
課
住
宅
班
（
緯
内
線
7
7

6
）。

街
か
ど
心
の
相
談
番
外
編

　
　
一
歩
ふ
み
だ
す
「
若
者
塾
」

■時 
9
月
　
日
牙
・
午
後
1
時
　
分
～

20

30

3
時
　
分
。

30

■場 
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
。

■内 
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中
心
と
し
た

活
動
を
行
い
な
が
ら
、
対
人
関
係
・

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
の
改
善
・
学
習

を
し
ま
す
。

■対 
　
歳
～
　
歳
の
ひ
き
こ
も
り
が
ち

15

35

な
若
者
と
そ
の
家
族
。

■申 
電
話
で
左
記
ま
で
。

※
初
回
参
加
者
は
、
事
前
面
接
を
行

い
ま
す
の
で
、
左
記
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
）。

障
が
い
福
祉
　
巡
回
相
談

　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や

悩
み
な
ど
の
相
談
に
相
談
員
が
応
じ

ま
す
（
要
予
約
）。

■時 
①
毎
週
火
曜
日
②
毎
週
水
曜
日
・

い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
①
印
旛
支
所
②
本
埜
支
所
。

■申 
直
接
ま
た
は
電
話
で
、
い
ん
ば
障

害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓99 
2
5
0

1
）
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
。

障
害
の
あ
る
人
の
就
労
の
お
手
伝
い

　
　
　
～
障
害
者
就
労
支
援
相
談
～

　
障
害
者
就
労
支
援
相
談
員
が
、
障

害
の
あ
る
人
の
職
業
的
自
立
を
支
援

す
る
た
め
、
相
談
に
応
じ
就
労
の
お

手
伝
い
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

耐
震
相
談
会

　
市
で
は
住
宅
や
建
築
物
の
耐
震
化

を
推
進
す
る
た
め
、
千
葉
県
建
築
士

会
や
千
葉
県
建
築
士
事
務
所
協
会
と

連
携
を
図
り
、
市
内
の
住
宅
・
建
築

物
を
対
象
に
耐
震
相
談
を
行
い
ま
す
。

■内 
市
内
に
建
つ
住
宅
・
建
築
物
の
耐

震
診
断
・
耐
震
設
計
・
耐
震
改
修
に

関
す
る
こ
と
。
た
だ
し
特
殊
構
造
・

大
規
模
の
建
築
物
は
相
談
員
の
手
配

が
で
き
る
場
合
に
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
に
は
図
面
な
ど
が
必
要
で
す
。

当
日
の
診
断
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

詳
細
は
申
込
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

胸
相
談
時
間
…
一
件
当
た
り
　
分
～

30

1
時
間
程
度
。

■時 
■場 
…
左
表
を
参
照
。

■対 
市
内
に
建
つ
住
宅
・
建
築
物
の
所

有
者
・
管
理
者
も
し
く
は
そ
の
委
任

で
配
布
し
ま
す
。

※
接
種
間
隔
な
ど
の
受
け
方
は
、
案

内
文
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓42 
5
5

9
5
）。

家
庭
で
で
き
る
ら
く
ら
く
筋
ト
レ

　
筋
力
を
高
め
る
運
動
は
、
代
謝
を

よ
く
し
て
太
り
に
く
い
身
体
づ
く
り

に
大
切
で
す
。
ま
た
、
腰
痛
予
防
や

寝
た
き
り
予
防
な
ど
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
す
た
め

に
、
手
軽
に
自
宅
で
で
き
る
筋
ト
レ

や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
私
た
ち
と
一
緒
に

体
験
し
ま
せ
ん
か
。

■時 
9
月
　
日
牙
・
午
前
　
時
～
正
午
。

27

10

■場 
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
。

噛
講
師
…
健
康
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
（
市
職
員
）。

■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■他 
動
き
や
す
い
服
装
で
、
バ
ス
タ
オ

ル
・
汗
ふ
き
タ
オ
ル
・
飲
み
物
を
持

参
く
だ
さ
い
。

■申 
9
月
　
日
牙
ま
で
に
電
話
で
左
記

20

へ
（
先
着
順
）。

■問 
地
区
健
康
推
進
員
・
長
谷
川
（
緯

碓97 
1
0
5
8
）。

各
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す

怯
単
独
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種

　
9
月
か
ら
生
ワ
ク
チ
ン
（
集
団
）

が
終
了
と
な
り
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

（
個
別
）
の
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

■対 
生
後
3
カ
月
～
　
カ
月
未
満
で
接

90

種
未
完
了
の
人
。

胸
予
診
票
…
平
成
　
年
5
月
の
ア
ン

24

ケ
ー
ト
（
黄
色
）
用
紙
に
回
答
し
て

い
な
い
人
、
お
よ
び
転
入
者
用
の
予

防
接
種
実
施
状
況
届
を
保
健
セ
ン

タ
ー
に
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
予
診
票

を
送
付
し
ま
す
。

※
生
ワ
ク
チ
ン
2
回
ま
た
は
、
生
ワ

ク
チ
ン
と
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
合
計

4
回
を
接
種
し
た
人
は
、
接
種
完
了

し
て
い
る
た
め
、
予
診
票
は
送
付
し

て
い
ま
せ
ん
）。

怯
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
（
H

P
V
）
予
防
接
種

　
国
の
「
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン

接
種
緊
急
促
進
事
業
」
に
基
づ
き
予

防
接
種
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

（１１）平成２４年（２０１２）９月１日号

は
、
3
回
の
接
種
が
必
要
で
、
完
了

に
6
カ
月
間
を
要
し
ま
す
。
接
種
を

開
始
し
て
い
な
い
人
は
、
9
月
中
に

接
種
を
開
始
し
な
い
と
3
回
目
の
接

種
が
期
限
内
（
無
料
）
に
完
了
し
ま

せ
ん
。
早
め
に
委
託
医
療
機
関
へ
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
接
種
を
開
始
し
て
い
る
人

は
、
接
種
間
隔
を
必
ず
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

■対 
中
学
1
～
高
校
1
年
生
相
当
の
年

齢
の
人
。

※
高
校
2
年
生
相
当
の
年
齢
の
人
は
、

平
成
　
年
3
月
ま
で
に
1
回
ま
た
は

24

2
回
接
種
し
た
人
が
対
象
。

胸
ワ
ク
チ
ン
…
【
2
価
】
サ
ー
バ

リ
ッ
ク
ス
、【
4
価
】
ガ
ー
ダ
シ
ル
。

※
初
回
の
人
は
ど
ち
ら
か
の
ワ
ク
チ

ン
を
選
ん
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い

（
途
中
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
）。

胸
接
種
期
限
…
平
成
　
年
3
月
　
日

25

31

ま
で
。

胸
接
種
回
数
…
3
回
（
接
種
完
了
に

6
カ
月
要
し
ま
す
。）

■費 
無
料
。

胸
予
診
票
…
市
内
で
接
種
す
る
場
合

は
、
各
委
託
医
療
機
関
に
置
い
て
い

ま
す
。
市
外
の
医
療
機
関
（
県
内
相

互
乗
り
入
れ
の
委
託
医
療
機
関
）
で

接
種
す
る
場
合
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

た
り
、
年
金
そ
の
も
の
が
受
給
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
（
保
険
料

納
付
や
免
除
な
ど
の
合
計
が
　
年
未

25

満
の
場
合
）
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
保
険
料
を
納
め
忘

れ
た
ま
ま
2
年
を
超
え
る
と
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
昨
年
法
律
が
改
正
さ
れ
、
本

年
　
月
か
ら
3
年
間
に
限
り
、
過
去

10
　
年
以
内
の
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を

10納
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
後
納
制
度

が
始
ま
り
ま
す
。

【
注
意
】

　
後
納
保
険
料
を
納
付
で
き
る
期
間

は
、
平
成
　
年
　
月
1
日
か
ら
平
成

24

10

　
年
9
月
　
日
ま
で
の
3
年
間
で
す
。

27

30

　
た
だ
し
、
既
に
老
齢
基
礎
年
金
を

受
給
さ
れ
て
い
る
人
は
、
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
願

い
ま
す
。

　
な
お
、
後
納
保
険
料
を
納
付
す
る

た
め
に
は
事
前
に
お
申
し
込
み
い
た

だ
き
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
審
査
の
結
果
、
後
納
制

度
に
よ
る
納
付
を
ご
利
用
い
た
だ
け

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
左
記
「
国
民
年
金

保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た
は
年

金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■問 
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
緯
0
5
7
0
―

0
1
1
―
0
5
0
）、
船
橋
年
金
事

務
所
（
緯
0
4
7
―
4
2
4
―
8
8

5
4
）。

年
金
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金
に

関
す
る
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
に
関
す
る

こ
と
お
よ
び
年
金
請
求
手
続
き
や
加

入
記
録
の
確
認
な
ら
び
に
そ
の
ほ
か

年
金
制
度
に
関
す
る
こ
と
な
ど
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

胸
相
談
時
間
…
一
人
　
分
間
。

30

■時 
9
月
　
日
牙
・
午
前
　
時
～
午
後

27

10

3
時
　
分
。

15

■場 
市
役
所
・
　
会
議
室
。

25

■定 
8
人
（
予
約
制
）。

■申 
9
月
　
日
峨
ま
で
に
左
記
ま
で

11

（
先
着
順
）。

※
申
し
込
み
の
際
、
基
礎
年
金
番
号

の
分
か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■問 
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金

班
 （
緯
内
線
2
8
8
・
2
8
9
）。

健
康

10月110月1日日俄俄はは国民健康保険国民健康保険税税・・
後後期期高高齢齢者者医医療療保保険険料料・・介介護護保保険険料料

の納期の納期限限
　10月1日俄は、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・
介護保険料第3期納期限です。納め忘れのないようにお願い
します。口座振替をご利用の人は、残高不足のないようご確
認ください。
　納付が困難な場合は、そのままにせず下記窓口にて納付相
談をしてください。
【保険税（料）が未納の場合】
　保険税（料）を未納のままにすると、各保険サービスを利
用する際に制限を受ける場合があります。
■問 【国民健康保険税について】国保年金課保険税班
（緯内線281～284）。
【後期高齢者医療保険料について】国保年金課高齢者医療年金
班（緯内線289・299）。介護福祉課介護保健班（緯内線
277）

年
金

後
納
制
度
（
国
民
年
金
保
険
料

の
納
期
限
の
延
長
）
が
始
ま
り
ま
す

　
国
民
年
金
制
度
は
、　
歳
か
ら
　

20

60

歳
に
到
達
す
る
ま
で
の
　
年
間
に
国

40

民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
で
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
保
険
料
を
納
め

ら
れ
な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
場
合
や

資
格
取
得
な
ど
の
忘
れ
に
よ
り
国
民

年
金
の
資
格
期
間
が
な
い
場
合
に
は
、

将
来
の
年
金
受
給
額
が
少
な
く
な
っ

相
談

図
書
館
利
用
者
懇
談
会

　
市
民
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
、

利
用
し
や
す
い
図
書
館
を
目
指
し
、

「
利
用
者
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
に
つ
い
て
一

緒
に
語
り
あ
い
ま
し
ょ
う
。

■時 
　
月
6
日
臥
・
午
前
　
時
　
分
～
。

10

10

30

■場 
本
埜
フ
ァ
ミ
リ
ア
館
（
滝
野
）。

■問 
本
埜
図
書
館
（
緯
碓97 
3
2
1
0
）。

そ
の
ほ
か

胸耐震相談会の予定表胸
申込期限場所内容開催日

９月１８日中央公民館
第３会議室個別相談９月２３日蚊、

午後1時受付開始

１１月１２日小林公民館
視聴覚室個別相談11月18日蚊・

午後1時受付開始

１月２１日ふれあいセンター
いんば会議室１個別相談平成２５年１月２７日

蚊午後1時受付開始
お申し込みは、事前予約制、先着順です。印西市建築課住宅班
までお申し込みください。

みんなのご意見・アイ
ディアを待ってマス！

捲

♪
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平成２４年（２０１２）９月１日号（１２）

お知らせ

【児童館】主な対象：18歳未満の子どもとその保護者
対象・持ち物 など事業名日時（祝・休日除く）施設名

親子でダンスダンス☆対象：2歳～3歳。定員：
25組。7日画・10：00から電話または窓口で申
し込み。詳細は、おたより「たけのこ」を参照。

すこやか
　　　キッズ

28日画
10：30～11：30

中央駅前
地域交流館
（緯○４６ ５１１１）
旧中央駅前児
童館

運動会の前に体力をつけよう！対象：
小学生。定員20人。上履き持参。電話
または窓口にて、申し込み受け付け中。

チャレンジ
クラブ「楽し
く筋トレし
ちゃおう！」

8日臥
10：00～11：30

「バルーンアート」。対象：4歳～中学生
（未就学児は保護者と一緒に作ります）。
定員20人。当日自由参加。

あそびの
　　ポケット

8日臥
14：00～16：00

対象：1歳6カ月～4歳までの子どもと
その保護者。定員20名。4日峨10：00～
電話または窓口にて。

ほっぺに　　　
　　　チュッ！
「ミニ秋まつり」

26日我
10：00～11：00

そうふけ
児童館
（緯○４5 ３８００）

多目的室を開放。バドミントンをしよう！
対象：小学生～高校生。当日自由参加。わんぱくランド毎週木曜日

１５：00～１６：45
対象：未就学の子を持つ親。先着16
人。11日峨10：00から電話または
窓口にて受け付け。託児先着10人。
材料費自己負担。当日自由参加。

彩りの
　　ティータイム
「フラワーアレンジ
メント」

10月25日牙
10：00～12：00

今月は、9月の壁面制作＆ミニ運動会。対
象：未就学児とその保護者。当日自由参加。わんぱくタイム毎週金曜日

10：00～11：00
子ども
ふれあい
センター
（緯○４２ ０１４４）

軽スポーツでふれあいを。対象：市内
在住小学生以上～高齢者。自由参加。

ファミリー
スポーツ広場

毎週土曜日
14：00～16：00

20日「あきまつりの準備をしよう」。28
日「あきまつり」どちらも詳細は、おたよ
り「ぽんぽこ通信」を参照。

フルーツランド20日牙・28日画
11：00～11：40

いんば児童館
（緯碓80 3950） かみずもうを作ってから大会をし

ます。対象：小・中学生。両日と
もに先着15人。当日受け付け。

「かみずもう」19日我・20日牙
15：30～16：30

子育て情報コーナ子育て情報コーナーー
【子育て支援センター】　主な対象：就学前の子どもとその保護者

対象・持ち物 など事業名日時（祝・休日除く）施設名
親子でダンスダンス☆対象：0歳～1
歳。定員：25組。1日臥10：00から電
話または窓口にて申し込み。詳細は、
おたより「たけのこ」を参照。

にこにこ　
　ハッピー

２7日牙
10：３0～1１：３0

中央駅前地域交
流館（子育て
ルーム）
（緯○４６ 5111）
旧中央駅前子育
て支援センター

対象：0歳～未就学児。カレンダー
作りとお話を楽しもう。テーマは
「ハロウィン」。手・足形もとれます。
時間内にいつでもどうぞ。

今日は何の日
おはなし
　　なあに？

１9日我・20日牙
9：30～11：30

みんなでハッピーバースデー！対
象：0歳～未就学児。1日臥・１０：００
から電話・窓口で受け付け。

9月の誕生会15日臥
11：０0～

対象：３カ月～１歳６カ月児とその
保護者。テーマ「夜泣きについて」。
その他質問も受けます。

バブバブ
　　クラブ

5日我・１2日我・
19日我

10：00～11：00

小林子育て
支援センター
（緯碓80 8700）

対象：就学前児とその保護者。保育
園2歳児と一緒にリズムを楽しみ
ましょう！自由参加。

リズム交流10日俄・26日我
１０：００～１0：4０

対象：利用されている全保護者。お
茶をいただきながら、ホッとタイム
を過ごしましょう。10組、電話・窓
口で予約。

ふれあい
　お茶の会

14日画
10：００～11：00

親子で遊べる場所やコーナー遊びを提供。
広場は、10：00～14：00に開催。各コー
ナー遊びは、左記を参照。当日自由参加。
※「元気に遊ぼう」は、マットや平均台ト
ンネルを使用。
※12：00～12：50に児童館遊戯室をラ
ンチルームとして開放。

簡単クラフト毎週水曜日
10：00～11：05

こぎつね
コンタの広場
（ふれあい文化
館内緯碓４５ ３８００）

元気に遊ぼう毎週木曜日
10：00～11：30

手遊びやうた遊び
お話シアターなど

毎週金曜日
11：30～11：45

「さかなつり」を楽しみましょう。今月の
手遊びは「さかながはねた」、「いかだに
乗って」です。

おいでよ！
わくぽか広場

毎週水曜日～金曜日
9：00～14：00

わくわく
ぽかぽか広場
（総合福祉
センター内
緯○４２ ０１４４）

9月生まれのお友達をお祝いしよ
う。対象：0歳児～未就学児とその
保護者。当日自由参加。

誕生会20日牙
13：00～13：20

親子で遊べる場所やコーナー遊びが
できる広場。広場は１０：００～１５：
００まで開催。21日画は『音楽で
ゴー・ゴー！スペシャル』を開催。
詳しくは、おたより「ぽんぽこ通
信」を参照。

手作りおも
ちゃを作ろう

毎週水曜日
１０：00～1５：00マメタの

ぽんぽこ広場
（いんば児童館
緯○８０ ３９５０）

おはなし
　　わーるど

毎週木曜日
１０：40～1１：55

音楽で
ゴー・ゴー！

毎週金曜日
１１：４0～１１：５５

保育士と体操や手遊びをしたり、絵
本やパネルシアターの読み聞かせ。
当日自由参加。

ぽっかぽか
タイム

毎週火曜日～金曜日
1１：００～１１：３0

滝野子育て
支援センター
緯○９７ １８２２

身長・体重測定ができます。赤ちゃ
ん用の身長・体重計もあります。

大きく
　な～れ！

11日峨～14日画
９：００～11 ：30

対象：1歳未満児とその保護者。ふ
れあい遊びや絵本の紹介、看護師か
らのワンポイントアドバイスなど。
詳細は、おたより「ぽっかぽか」だよ
りを参照。

ママ友クラス19日我
10：3０～11：30

対象・持ち物 など事業名日時（祝・休日除く）施設名
講師：田辺治子氏。対象：未就学児と
その保護者。定員先着17組（保育は、
先着14人）。参加費500円。1日臥・
９：００から窓口で受け付け。

母親講座
「気軽にカフェを
　　　楽しもう」

２6日我
１0：30～１２：００

つどいの広場
（そうふけ
ふれあいの里
内・緯○４７ ７８８０）

お子さんのかわいい写真をお持ちくだ
さい。
対象：1歳半までの親子。先着20
組。1日臥・9：00から電話・窓口
で受け付け。
詳しくは、つどいの広場まで。

ミニチェリー
ランド
「ハッピー・　
　　　フォト」

25日峨
11：00～

①お話・リズム・測定・歌ってラララ
ン・絵本ガイド②ベビーマッサージ・
エアロビクス・プリンランド・お誕生
日会・パパを楽しもう。

講座
　①自由参加
　②要申し込み

11：00～11：30
毎月1回

ふれあい遊びや読み聞かせ、壁面制作、
敬老のおたより作り、ダンスなどを行
います。対象：俄2歳～就学前児、我1
歳児、画0歳児。

こあらっこ
　　　タイム

毎週月、水、金曜日
10：30～11：30

西の原保育園
こあら
（緯碓４５ ０２９１）

9月生まれの友だちをお祝いしよ
う。対象：０歳児～就学前児とその
保護者。当日自由参加。

誕生会20日牙
10：30～11：３0

色で心を満たしましょう。対象：0歳児の
保護者。定員：6組。3日俄・9：00から電
話・窓口で受け付け。

親子講座
「カラー
　　セラピー」

２5日峨
1０：0０～12：0０

制作、リトミック、英語など親子
で楽しめるさまざまな活動。詳し
くは「てんとうむしだより」参照。

てんとうむし
で遊ぼう毎週月～金曜日

9：30～14：30原山保育園
（みんなのおへ
や緯碓４７ ６６33）

常勤の看護師による子育てや健康
の相談。

子育て相談＆
身体測定

専用のミ二園庭を自由に使うこと
ができます。園庭開放毎週火、水、木曜日

11：00～12：00

室内の広場を開放しています。親
子で自由に遊べるスペースです。

ＪｏｙＪｏｙ
クラブ

毎週月～金曜日
９：0０～１２：００
１３：００～１５：0０

しおん保育園
（しおんひろば
緯○４６ １３２９）

しおんひろばの開催時間内に行わ
れます。親子制作工作・ダンス・
おはなしかいなど。自由参加。詳し
くは「しおんひろばだより」参照。

チャレンジ
　　　クラブ

毎週火、金曜日
１０：20～１０：５０

保護者の責任のもと、指定された
遊具や砂場で遊べます。園庭開放毎週月～金曜日

1１：０0～1２：０0
お子さんと一緒に敬老の日にちな
んだ制作物を作ってみませんか？
自由参加。

敬老の日
　　制作週間

10日俄～14日画
９：０0～11：１５

山ゆり保育園
（ぴよぴよくら
ぶ緯○９８ ３７７３）

身長・体重を測定できます。また、手
形・足形をとってカードに記録でき
ます。

すくすく測定19日我～２1日画
９：０0～11：１５

9月生まれの友だちをお祝いしよ
う。対象：０歳児～未就学児とその
保護者。自由参加。

誕生会２1日画
11：00～11：30

※要予約。栄養士による講座と試食
会。詳しい内容はホームページ内の
子育て支援のページで毎月ご案内し
ています。

栄養相談
4日峨・11日峨・18
日峨・25日峨
1０：00～1２：00銀の鈴保育園

（かんがる～広
場・緯○４７ ７５６６）
※ホームページ
からも予約可。
活動のある日は、
１４：００まで部屋
を開放。

看護師による講座と健康相談、身体
測定。詳しい内容はホームページ内
の子育て支援のページで毎月ご案内
しています。

発育相談
すこやか講座

6日牙・13日牙・20日
牙・27日牙

９：４５～1０：３0

制作・リズム・お話など。各種イベント参
加案内がある月もあり。詳しい内容は
ホームページ内の子育て支援のページ
で毎月ご案内しています。※今月の「親
子英語教室」は26日我です。電話で予約
受け付け。

子育て支援
5日我・12日我・19日

我・26日我
９：４５～1０：３0

制作、昔遊び、などを行います。水遊び3
日俄、バブバブよちよち14日画、パステ
ル15日臥、誕生日会18日峨。詳しくは、
さくらだよりでお知らせします。

子育て支援

3日俄・7日画・
10日俄・14日画・15
日臥・18日峨・24日

俄・28日画
1０：00～11：30

牧の原宝保育園
（さくら広場・
緯○４９ ４０１１）。

看護師による講座と健康相談を行い
ます。発育相談4日峨・２1日画

1０：00～11：30
親子のリラックス効果やスキンシップ
以外に、肌の刺激により脳の発達を促
します。対象：ハイハイをする程度まで
のお子さん。先着10組。バスタオル持
参。1人300円。予約は左記まで。

ベビー
　マッサージ

25日峨
1０：00～11：30

【公園で遊ぼう】11：00～11：45※雨天中止

担当センター内　容会　場日　時
（祝・休日除く）

中央駅前地域交流館
（緯○４６ 5111）
旧中央駅前子育て支援センター

集まれ！駅前
ひろば（親子
ふれあい遊び）

サザンプラザ11日峨

イオンモール３階イオンホール21日画

小林子育て支援センター
（緯○８０ 8700）

リズム遊び
敬老の日に
向けて

草深公園4日峨

木下はなみずき公園11日峨

西の原保育園こあら
（緯○４５ 0291）

親子ふれあい
遊び※雨天決行松山下公園体育館（多目的室）4日峨

滝野子育て支援センター
（緯○97 1822）

親子
ふれあい遊びたきのひかりのおか公園27日牙

※事業の申込みについては、本人または家族に限ります。

※各施設で子育てに関する相談も受け付けています。

■時 9月19日我・13：30～15：00。
■場 そうふけつどいの広場。
■内 「予防接種・不活化ワクチン・先生への質問など」。
■定 30組（保育はありません）。
■申 9月1日臥・9：00から電話、または直接下記窓口まで（先着順）。
■問 そうふけつどいの広場（緯碓47 7880）。

日時（祝・休日除く）会　場
9日蚊、23日蚊・11：00～大森図書館（おはなし室）

8日臥・11：00～、1日臥、15日臥・15：00～そうふけ図書館（おはなしのへや）
6日牙、13日牙、20日牙、27日牙・15：30～小倉台図書館（おはなし室）

15日臥・1０：３0～本埜図書館（おはなしコーナー）

おはなし会
　図書館では定期的におはなし会を行っています。紙芝居や大きな絵本など、楽しいおは
なしをご用意してお待ちしています。9月の日程は下記のとおりです。

小児科医の久山先生を囲んで
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夜、子どもが急に具合が悪くなったら

印旛市郡小児初期急病診療所（休日・夜間のみ）
佐倉市健康管理センター内（佐倉市江原台２－２７）

午後７時～翌朝６時平日・土曜日
診療時間

午前９時～午後4時45分・午後７時～翌朝６時日曜・祝日、年末年始

緯０４３－４８５－３３５５（診療時間内のみ）問い合わせ先

千葉県の小児救急電話相談
　受診したほうが良いのか、様子を見ても大丈夫なのか。看護師や小児科医が電話
でアドバイスします。

午後７時～１０時毎日相談時間

緯＃８０００（局番なし）プッシュ回線
電話番号

緯０４３－２４２－９９３９ダイヤル回線・携帯電話

保健センター通信 中央保健センター
（緯碓４２ ５５９５）

時　間会　場対　象内　容日　付
受け付け９：４５～
開始１０：００～

高花保健センター
Ｈ24年3月生まれ

４カ月児相談3日俄
受け付け１３：30～
開始１３：45～Ｈ24年4月生まれ

受け付け９：４５～
開始１０：００～

中央保健センター
Ｈ24年1月～2月生まれもぐもぐ教室

（離乳食教室）
19日我

受け付け１３：30～
開始１３：45～Ｈ23年10月～11月生まれかみかみ教室 

（離乳食教室）

受け付け
１３：００～１３：15

開始
１３：００～

ふれあいセンターいんば
Ｈ23年2月生まれ１歳６カ月児健診

13日牙
高花保健センター21日画
中央保健センターＨ23年1月～2月生まれ26日我
ふれあいセンターいんばＨ22年4月生まれ

2歳児歯科健診
5日我

高花保健センターＨ22年3月生まれ7日画
本埜保健センターＨ22年2～4月生まれ18日峨
ふれあいセンターいんばＨ21年3月生まれ

３歳児健診
4日峨

中央保健センターＨ21年2～3月生まれ11日峨
高花保健センターＨ21年3月生まれ28日画

※離乳食教室は、開催の１週間前までに中央保健センターへお申し込みください。試食費１００
円。詳しくはお知らせをご覧ください。

■乳幼児健診・相談・教室

　　　●予防接種、乳幼児健診・相談・教室を受ける場合●
　ガイドブックの中にある予診票を記入し持参。保護者の同伴が必要
です。

碓伺 かかりつけ医を
持ちましょう

転入者のみなさんへ
胸
妊
婦
・
乳
児
健
康
診
査
受
診
票
の
未
手
続
き
の
妊
婦
と
０

歳
児
の
保
護
者
は
、
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

胸
予
防
接
種
実
施
状
況
が
未
届
け
の
場
合
、
健
診
票
・
予
診

票
が
届
か
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
　
歳
未
満
の
人
）。
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※祝・休日は実施していません。

市税などの
「夜間・休日収納窓口」
　22日臥は8：30～12：30、28日画
は、20：00まで、収納窓口を開設して
います。
　また、納付相談も随時行います。
胸開設場所…市役所国保年金課。
※出入口は正面玄関をご利用ください。
胸取扱税（料）目…市民税・県民税、固定
資産税・都市計画税、軽自動車税、国民
健康保険税、介護保険料および後期高齢
者医療保険料。
胸必要書類…納税通知書など、納付相談
の場合は印鑑。
■問 市民税課収納管理班（緯内線３１６）、国
保年金課保険税班（緯内線281）、国保年
金課高齢者医療年金班（緯内線299）、介
護福祉課介護保険班（緯内線277）。

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話市長談話室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室今月の各種相談
問い合わせ会　　　　場日　　　　時相　談　名

市民課窓口班
緯内線235・238・239

市役所会議棟２階

14日画、25日峨
10：00～12：00、13：00～15：00

【14日は当日・8：45から会場で受け付け】※先着8人。
【25日は18日峨・8：45から電話受け付け】※先着8人。

市民生活相談
市民生活相談員による日常の諸問題
（家族・近隣関係など）

14日画、25日峨
10：00～12：00、13：00～15：00

【14日は当日・8：45から会場で受け付け】※先着10人。
【25日は18日峨・8：45から電話受け付け】※先着20人。

法律相談
弁護士による法律相談

市民安全課市民安全班
緯内線712・714

14日画
10：00～12：00、13：00～15：00
【当日8：45から会場で受け付け】

交通事故相談
交通事故相談員による相談

秘書広報課広報広聴班
緯内線418・419

行政相談
行政相談員による行政（国・県含む）
に対する苦情など

市民課戸籍班
緯内線232・233

人権相談
人権相談員による相談

印西市
消費生活センター
緯碓４２ ３３０６

市役所附属棟
2階

毎週月、火、水、金曜日
10：00～12：00、13：00～16：00

【電話相談も可】

消費生活相談
消費生活相談員による商品品質、訪
問販売の苦情などの相談

ちば北総地域若者
サポートステーション
緯碓37 6844

27日牙
13：00～17：00
【電話で要予約】

若者サポートステーション出張相談
職業的自立を目指す若者（15～40
歳未満）や引きこもりに悩む保護者
などを対象とした無料相談。

印西市商工会
緯碓４２ 2750

中央公民館1階
第一会議室

9日蚊
10：00～12：00、13：00～15：00

【事前予約優先】

住宅相談
商工会建設業部会によるリフォーム
などの相談

家庭児童相談室
緯碓４２ 5180直通

市役所1階
家庭児童相談室

17日華を除く毎週月～金曜日
9：00～16：00
【電話相談も可】

家庭児童相談・
　　　　母子自立支援相談
家庭相談員・母子自立支援相談員に
よる、18歳までの子どもや母子家
庭などの問題についての各種相談

社会福祉協議会
（総合福祉センター内）
緯碓４２ 0294

総合福祉センター
毎週水、金曜日

10：00～12：00、13：00～15：00

心配ごと相談
心配ごと相談員による悩みごと相談

教育相談専用電話
緯碓４７ 7830教育センター

17日華を除く毎週月～金曜日
9：30～12：00、13：00～15：30

教育相談
教育相談員による小・中学校の教育
に関する相談

17日華を除く毎週月～金曜日
9：00～17：00

子ども相談室
小・中学生からの悩み相談

家庭児童相談室
緯碓４２ 5180市役所附属棟2階

6日牙、20日牙
10：00～12：00、13：00～16：00
【予約制・1人50分・電話相談も可】

女性の悩み相談
女性が抱えている悩み全般

社会福祉課障害福祉班
緯碓４２ 5111

市役所1階
社会福祉課相談室

土・日曜日、祝日を除く毎週月～金曜日
9：00～16：00

【面接は事前予約・電話相談も可】

精神保健福祉相談
精神保健福祉士・保健師による精神
障がいや心の健康相談

平成24年1月1日～平成24年7月３1日
死者数傷者数人身事故発生数
９６人15,６１０人１2,567件千 葉 県
４人３５９人２８４件印西警察署管内
４人２２１人１７９件印 西 市 内

全国死者数２，２７８人　千葉県－全国ワースト３位－

胸交通事故発生状況胸

平成24年7月31日現在
昨年との比較今年の累計7月
　－8件27件4件火災
　＋17件1,973件308件救急
－2件21件5件救助

胸火災等発生件数（印西市内）胸

●健康づくり相談　※予約制
時　　　間会　場日　付

１０：００～１２：００

中央保健センター3日俄
高花保健センター１0日俄
本埜保健センター14日画
ふれあいセンターいんば24日俄

※上記日程以外でも来所または電話で、健康づくり相談を行っ
ています。担当者不在の場合もありますので、来所の際はあら
かじめ中央保健センターまでご連絡ください。

■一般対象
　（血圧測定ほか、生活習慣病予防・栄養相談など）

●プレママクラス9月（３回）対象は市内在住の初妊婦と家族
　※申し込み制・定員24人

時　間内　容会　場日　付

１0:00～14:00
お母さんと赤ちゃんの栄養
（お話と調理実習）※母子手
帳、エプロン、三角巾、ふき
ん2枚持参。参加費500円。

高花保健
センター

6日牙

１3:00～16:00

妊娠中の過ごし方（助産師さ
んのお話）妊婦体操など※母
子手帳持参。

10日俄

プレ子育て体験（沐浴・お
むつの替え方など）※母子手
帳持参。

20日牙

■妊婦対象（栄養や日常生活の相談など）

　今月の市民課窓口業務の
　　　　　土曜・日曜開庁日程
臼市役所本庁…8日臥
　　　　　　　（8：30～17：15）。
渦中央駅前出張所…1日臥・15臥・
　　　　　　　（8：30～17：15）。
嘘印旛支所…毎週土曜日・
　　　　　　　（8：30～12：00）。
唄滝野出張所…毎週土、日曜日・
　　　　　　　（8：30～17：15）。
※①③④22日臥が祝日のため開庁し
ません。

　9月25日峨に実施する市民生活相談・法
律相談の電話予約受付は次のとおり。
胸受付開始…18日峨から（平日のみ）。
胸受付時間…8：45～17：00。

碓伺 注意…9月14日画の市民生活相談・法律
相談については、当日・午前8：45～相談
会場で受け付けを行います。
■問 市民課窓口班（緯内線239）。

市民生活相談・法律相談の電話予約受付

●パパママクラス9月※対象は初めて出産を迎える夫婦
　※申し込み制・定員24組

時　間内　容会　場日　付

１3:00～16:00プレ子育て体験（沐浴・おむつの替え方、妊婦
疑似体験など）※母子手帳持参。高花保健センター29日臥

　市長と直接対話のできる市長談話
室。下表の日程（変更の場合あり）
で開設しています。予約は不要です。
■問 秘書広報課広報広聴班（緯内線
418・419）。

午後2時
　～4時

午前10時
　～正午

〇
9月26日我
市役所3階
市長応接室

※会場が変わりますのでご注意く
ださい
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（評）水面にもう一つの秋が
映る様はまさに絢爛。構図
も素晴らしい。

第21回　ふるさと発見フォトコンテスト

怯佳作
怯紅葉絢爛（北総花の丘公園）
怯中村八郎（高花）

こちら編集こちら編集室室

秘書広報課広報広聴班

よ
く
見
…
よ
く
聞
き
…

　
　
　
　
正
し
く
お
知
ら
せ

ナスとこんにゃくの煮びたし

　
歳
過
ぎ
た
ら

50前
立
腺
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

－45－

いろいろ食べて生活習慣病予防！
　材料（４人分）
ナス４本、こんにゃく１枚、長ネギ1／2本、ショウ
ガ１切れ、ピーマン２個、ゴマ油大さじ2、酒大さじ３、
だし汁　１００㏄（しょうゆ大さじ２、オイスターソース
大さじ１と1/2、砂糖大さじ１）。
　作り方
①ナスとこんにゃくは表面に格子状の切り込みを入
れ、食べやすい大きさに切る。長ネギ、ピーマンも一
口大に切る。ショウガは千切りにする。
②鍋にゴマ油を入れ、ショウガ、長ネギ、ナス、ピー
マンを入れて弱火でいためる。
③具材がしんなりしてきたら、こんにゃくを入れて、
さらにいためる。
④よく油が回ったら、酒、だし汁、しょうゆ、オイス
ターソース、砂糖を入れ、中火で１０～１５分煮る。
★１人あたり栄養価
　エネルギー１２２kcal、たんぱく質2.6g、脂質6.6g、
カルシウム４６㎎、塩分2.0g。

印西市観光協会主催

平成２４年（２０１２）９月１日号（１４）

　
ブ
ル
ー
ク
ロ
ー
バ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
ご
存
じ
で
す
か
。
前
立
腺
が
ん

の
早
期
発
見
・
適
切
治
療
の
大
切
さ

を
伝
え
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

　
ブ
ル
ー
ク
ロ
ー
バ
ー
は
マ
メ
科
の

花
で
、
花
言
葉
は
「
約
束
」。
年
に
一

度
、
前
立
腺
が
ん
の
検
査
を
大
切
な

人
の
た
め
に
受
け
る
「
約
束
」
と
い

う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
前
立
腺
は
 膀
胱
 の
下
に
あ
る
男
性

ぼ
う
こ
う

特
有
の
臓
器
で
す
。
こ
の
前
立
腺
に

で
き
る
が
ん
は
、
高
齢
者
男
性
に
多

く
発
症
し
、
患
者
数
も
増
え
て
い
ま

す
。
　
印
西
市
で
は
、
昨
年
度
、
6
3
1

人
が
こ
の
検
診
を
受
け
ま
し
た
。
人

口
を
考
え
る
と
、
決
し
て
多
い
数
字

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
精
密
検
査
が
必
要
と
な
っ
た
人
は

　
人
で
、
そ
の
う
ち
5
人
に
が
ん
が

46見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
前
立
腺
が
ん
は
、
初
期
に
自
覚
症

状
が
な
い
の
も
特
徴
で
す
。
無
症
状

の
ま
ま
進
行
し
、
症
状
が
出
る
こ
ろ

に
は
、
骨
や
肺
に
転
移
し
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
進
行
し
た
場
合
の
症
状
は
、
前
立

腺
肥
大
症
と
同
様
、
成
長
し
た
前
立

腺
が
尿
道
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
で
起
こ
り

ま
す
。

　
尿
が
出
に
く
い
、
少
し
ず
つ
尿
が

出
て
時
間
が
か
か
る
、
夜
間
に
排
尿

す
る
回
数
が
増
え
る
、
排
尿
し
て
も

尿
が
残
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
す

る
な
ど
で
す
。

怯
P
S
A
検
査
を
受
診
し
ま

し
ょ
う

　
こ
の
前
立
腺
が
ん
を
早
期
に
発
見

で
き
る
検
査
が
P
S
A
検

査
で
す
。

　
検
査
方
法
は
簡
単
。
採

血
だ
け
で
す
。

　
タ
レ
ン
ト
の
間
寛
平
さ

ん
も
、
地
球
を
一
周
す
る

ア
ー
ス
マ
ラ
ソ
ン
挑
戦
中

に
、
こ
の
検
査
で
前
立
腺

が
ん
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
治
療
・
闘
病
を
経
て
の

ゴ
ー
ル
が
感
動
を
呼
ん
だ

こ
と
を
、
ご
記
憶
の
人
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
P
S
A
は
、
前
立
腺
内
で
作
ら
れ

る
た
ん
ぱ
く
質
で
、
健
康
な
人
の
血

液
中
に
も
存
在
し
ま
す
。

　
前
立
腺
の
病
気
に
な
る
と
増
加
す

る
の
で
、
が
ん
の
可
能
性
を
調
べ
ら

れ
ま
す
が
、
前
立
腺
肥
大
症
や
前
立

腺
炎
で
も
値
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
数
値
が
高
い
場
合
に

は
、
直
腸
診
や
超
音
波
な
ど
の
検
査

を
行
い
、
が
ん
が
疑
わ
れ
る
場
合
に

は
、
組
織
を
採
取
し
て
調
べ
る
検
査

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
P
S
A
検
査
を
受
け
る
こ
と
で
、

転
移
が
ん
に
進
行
す
る
、
あ
る
い
は

前
立
腺
が
ん
で
死
亡
す
る
リ
ス
ク
が

下
が
る
利
益
が
あ
る
一
方
、
不
利
益

が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

　
前
立
腺
が
ん
の
中
に
は
、
生
命
に

影
響
し
な
い
可
能
性
の
あ
る
お
と
な

し
い
タ
イ
プ
の
が
ん
も
あ
り
ま
す
。

　
検
査
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
タ
イ

プ
の
が
ん
も
、
約
　
昏
の
割
合
で
発

10

見
さ
れ
る
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
精
密
検
査
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
に
は
、
検
査
や
治
療
方

法
に
つ
い
て
、
よ
く
主
治
医
と
相
談

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

怯
健
診
を
受
け
る
に
は
…

　
印
西
市
で
は
、　
歳
以
上
の
男
性

50

な
ら
、
市
内
　
の
医
療
機
関
で
前
立

18

腺
が
ん
検
診
を
6
0
0
円
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
既
に
前
立
腺
の

病
気
で
経
過
観
察
や
治
療
を
受
け
て

い
る
場
合
を
除
く
）。

　
検
診
を
受
け
る
に
は
「
受
診
券
」

が
必
要
で
す
。

　
受
診
券
を
お
持
ち
で
な
い
人
、
ま

た
は
受
診
券
の
「
前
立
腺
が
ん
検

診
」
に
「
◎
登
録
が
必
要
」
の
印
字

が
さ
れ
て
い
る
人
は
、　
月
　
日
ま

11

30

で
お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※
検
診
の
申
し
込
み
や
お
問
い
合
わ

せ
な
ど
は
、
左
記
窓
繰
り
・
印
旛
・

本
埜
の
各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
あ
な
た
の
大
切
な
人
を
悲
し
ま
せ

な
い
た
め
に
、
少
し
の
時
間
と
お
金

を
が
ん
検
診
に
使
う
選
択
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓42 
5
5

9
5
）。

　
4
年
に
一
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

毎
日
寝
不
足
に
な
っ
た
人
も
多
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
中
が
空
前
の
メ
ダ
ル
ラ
ッ

シ
ュ
に
沸
く
中
、
わ
た
し
が
注
目
し

た
の
は
選
手
た
ち
の
試
合
後
の
コ
メ

ン
ト
で
す
。
選
手
全
員
が
、
今
ま
で

支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
や
、
両
親
へ

感
謝
の
気
持
ち
な
ど
素
晴
ら
し
い
コ

メ
ン
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
市
内
か
ら
も
順
天
堂
大
学
1
年
生

の
加
藤
凌
平
選
手
が
出
場
。
取
材
で

趣
い
た
壮
行
会
で
は
、
緊
張
の
あ
ま

り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
困
惑
し
、
記
者

か
ら
「
大
丈
夫
で
す
か
」
と
言
わ
れ

る
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
が
、
試
合
後

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
重
圧
か
ら

も
解
放
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
コ
メ
ン

ト
を
し
て
い
ま
し
た
。
や
は
り
世
界

で
戦
っ
た
人
は
何
か
違
う
と
感
じ
ま

し
た
。
日
本
選
手
の
み
な
さ
ん
、
感

動
を
あ
り
が
と
う
。　
　
　
　
　
碓光 

碓碓191988 
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